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(57)【要約】
　タッチスクリーンの第１領域に超音波映像を表示する
段階と、超音波映像に対するタッチ入力を感知する段階
と、超音波映像から、タッチ入力に対応する部分映像を
抽出する段階と、部分映像に係わるコピー映像を、第１
領域と異なる第２領域に表示する段階と、を含むことを
特徴とするコピー映像提供方法である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチスクリーンの第１領域に超音波映像を表示する段階と、
　前記超音波映像に対するタッチ入力を感知する段階と、
　前記超音波映像から、前記タッチ入力に対応する部分映像を抽出する段階と、
　前記部分映像に係わるコピー映像を、前記超音波映像が表示される第１領域と異なる第
２領域に表示する段階と、を含むことを特徴とするコピー映像提供方法。
【請求項２】
　前記部分映像を抽出する段階は、
　前記タッチスクリーンにおいて前記タッチ入力が感知された位置に係わる情報を獲得す
る段階と、
　前記位置を基準に、既設定サイズの前記部分映像を抽出する段階と、を含むことを特徴
とする請求項１に記載のコピー映像提供方法。
【請求項３】
　前記コピー映像を表示する段階は、
　前記タッチ入力に対応する部分映像をキャプチャする段階と、
　前記キャプチャされた部分映像を、前記コピー映像として、前記第２領域に表示する段
階と、を含むことを特徴とする請求項１に記載のコピー映像提供方法。
【請求項４】
　前記コピー映像を表示する段階は、
　前記タッチ入力が感知された地点に表示された客体が、前記第２領域の中心に位置する
ように、前記コピー映像を表示する段階を含むことを特徴とする請求項１に記載のコピー
映像提供方法。
【請求項５】
　前記客体は、
　測定地点または測定領域を選択するための基準点、サンプルボリューム、ボディーマー
カー、矢印、及び注釈のうち少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項４に記載のコ
ピー映像提供方法。
【請求項６】
　前記コピー映像提供方法は、
　前記タッチ入力によって移動されるように、それぞれ活性化された複数の客体を、前記
第１領域に表示する段階をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のコピー映像提供
方法。
【請求項７】
　前記コピー映像を表示する段階は、
　前記超音波映像に係わるパラメータ値を調節するための操作パネルを所定モードによっ
て変更し、前記タッチスクリーンの第３領域に表示する段階と、
　前記第１領域及び前記第３領域と異なる前記第２領域を選択する段階と、
　前記第２領域に前記コピー映像を表示する段階と、を含むことを特徴とする請求項１に
記載のコピー映像提供方法。
【請求項８】
　前記コピー映像を表示する段階は、
　前記タッチ入力が感知された地点からのドラッグ入力を感知する段階と、
　前記ドラッグ入力によって変更される前記部分映像に係わるコピー映像を、前記第２領
域に表示する段階と、を含むことを特徴とする請求項１に記載のコピー映像提供方法。
【請求項９】
　前記超音波映像を表示する段階は、
　前記タッチ入力が感知された地点に表示された客体を、前記ドラッグ入力によって移動
させ、前記第１領域に表示する段階を含むことを特徴とする請求項８に記載のコピー映像
提供方法。
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【請求項１０】
　前記タッチ入力を感知する段階は、
　前記超音波映像に含まれた少なくとも２以上の地点に対する多重タッチ入力を感知する
段階を含み、
　前記コピー映像を表示する段階は、
　前記少なくとも２以上の地点それぞれに対応する複数の部分映像に係わる複数のコピー
映像を、前記第２領域に表示する段階を含むことを特徴とする請求項１に記載のコピー映
像提供方法。
【請求項１１】
　前記コピー映像を表示する段階は、
　前記部分映像を所定比率に拡大または縮小したコピー映像を、前記第２領域に表示する
段階を含むことを特徴とする請求項１に記載のコピー映像提供方法。
【請求項１２】
　前記コピー映像提供方法は、
　前記タッチ入力が感知されない場合、前記コピー映像を、前記第２領域から除去する段
階をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のコピー映像提供方法。
【請求項１３】
　前記第２領域は、
　前記超音波映像が表示される前記第１領域と重畳しない領域であることを特徴とする請
求項１に記載のコピー映像提供方法。
【請求項１４】
　前記第２領域は、
　前記超音波映像が表示される前記第１領域のうち、ユーザによって選択された関心領域
を除いた残りの領域を含むことを特徴とする請求項１に記載のコピー映像提供方法。
【請求項１５】
　タッチスクリーンの第１領域に超音波映像を表示するディスプレイ部と、
　前記超音波映像に対するタッチ入力を感知するユーザ入力部と、
　前記超音波映像から、前記タッチ入力に対応する部分映像を抽出し、前記部分映像に係
わるコピー映像を、前記第１領域と異なる第２領域に表示するように、前記ディスプレイ
部を制御する制御部と、を含むことを特徴とする超音波装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザによって選択された部分に係わるコピー映像を提供するコピー映像提
供方法、及びそのための超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、対象体の体表から体内の所定部位に向かって超音波信号を伝達し、
体内の組織で反射した超音波信号の情報を利用して、柔部組織の断層や血流に係わるイメ
ージを得るものである。
【０００３】
　そのような超音波診断装置は、小型であって低廉であり、リアルタイムで表示可能であ
るという利点がある。また、超音波診断装置は、Ｘ線などの被爆がなく、安定性が高いと
いう長所があり、Ｘ線診断装置、ＣＴ（computerized tomography）スキャナ、ＭＲＩ（m
agnetic resonance image）装置、核医学診断装置などの他の画像診断装置と共に広く利
用されている。
【０００４】
　一方、超音波診断装置で測定される値は、病変（lesion）診断などと密接な関連性があ
るので、正確性が要求される。従って、ユーザをして、測定地点を正確に選択させるシス
テムが必要である。また、タッチインターフェースを使用するユーザをして、測定線の長
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さ及び位置などを自由に調節させるシステムが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、タッチ道具（例えば、指または電子ペンなど）によって隠される部分に係わ
るコピー映像を別途に所定領域に提供することにより、ユーザをして、超音波映像におい
て、測定地点または選択地点を正確に選択させるコピー映像提供方法、及びそのための超
音波装置に係わるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態によるコピー映像提供方法は、タッチスクリーンの第１領域に超音
波映像を表示する段階と、超音波映像に対するタッチ入力を感知する段階と、超音波映像
から、タッチ入力に対応する部分映像を抽出する段階と、部分映像に係わるコピー映像を
第１領域と異なる第２領域に表示する段階と、を含んでもよい。
【０００７】
　本発明の一実施形態による部分映像を抽出する段階は、タッチスクリーンにおいてタッ
チ入力が感知された位置に係わる情報を獲得する段階と、タッチ入力が感知された位置を
基準に、既設定サイズの部分映像を抽出する段階と、を含んでもよい。
【０００８】
　本発明の一実施形態によるコピー映像を表示する段階は、タッチ入力に対応する部分映
像をキャプチャする段階と、キャプチャされた部分映像をコピー映像として、第２領域に
表示する段階と、を含んでもよい。
【０００９】
　本発明の一実施形態によるコピー映像を表示する段階は、タッチ入力が感知された地点
に表示された客体が、第２領域の中心に位置するように、コピー映像を表示する段階を含
んでもよい。
【００１０】
　本発明の一実施形態による客体は、測定地点または測定領域を選択するための基準点、
サンプルボリューム、及びボディーマーカーのうち少なくとも一つを含んでもよい。
【００１１】
　本発明の一実施形態によるコピー映像提供方法は、タッチ入力によって移動されるよう
に、それぞれ活性化された複数の客体を、第１領域に表示する段階をさらに含んでもよい
。
【００１２】
　本発明の一実施形態によるコピー映像を表示する段階は、超音波映像に係わるパラメー
タ値を調節するための操作パネル（control panel）を所定モードによって変更し、タッ
チスクリーンの第３領域に表示する段階と、第１領域及び第３領域と異なる第２領域を選
択する段階と、第２領域にコピー映像を表示する段階と、を含んでもよい。
【００１３】
　本発明の一実施形態による所定モードは、Ｂモード、ドップラーモード及びＭモードの
うち少なくとも一つを含んでもよい。
【００１４】
　本発明の一実施形態によるコピー映像を表示する段階は、タッチ入力が感知された地点
からのドラッグ入力を感知する段階と、ドラッグ入力によって変更される部分映像に係わ
るコピー映像を第２領域に表示する段階と、を含んでもよい。
【００１５】
　本発明の一実施形態による超音波映像を表示する段階は、タッチ入力が感知された地点
に表示された客体を、ドラッグ入力によって移動させ、第１領域に表示する段階を含んで
もよい。
【００１６】
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　本発明の一実施形態によるコピー映像提供方法は、超音波映像に含まれた少なくとも２
以上の地点に対する多重タッチ入力を感知する段階と、少なくとも２以上の地点それぞれ
に対応する複数の部分映像に係わる複数のコピー映像を第２領域に表示する段階と、をさ
らに含んでもよい。
【００１７】
　本発明の一実施形態によるコピー映像を表示する段階は、部分映像を所定比率に拡大ま
たは縮小したコピー映像を、第２領域に表示する段階を含んでもよい。
【００１８】
　本発明の一実施形態によるコピー映像提供方法は、タッチ入力が感知されない場合、コ
ピー映像を第２領域から除去する段階をさらに含んでもよい。
【００１９】
　本発明の一実施形態による第２領域は、超音波映像が表示される第１領域と重畳しない
領域でもある。
【００２０】
　本発明の一実施形態による第２領域は、超音波映像が表示される第１領域のうち、ユー
ザによって選択された関心領域を除いた残りの領域を含んでもよい。
【００２１】
　本発明の一実施形態による超音波装置は、タッチスクリーンの第１領域に超音波映像を
表示するディスプレイ部と、超音波映像に対するタッチ入力を感知するユーザ入力部と、
超音波映像から、タッチ入力に対応する部分映像を抽出し、部分映像に係わるコピー映像
を第１領域と異なる第２領域に表示するように、ディスプレイ部を制御する制御部と、を
含んでもよい。
【００２２】
　本発明の一実施形態による超音波装置の制御部は、タッチスクリーンにおいてタッチ入
力が感知された位置に係わる情報を獲得し、タッチ入力が感知された位置を基準に、既設
定サイズの部分映像を抽出することができる。
【００２３】
　本発明の一実施形態による超音波装置の超音波装置は、タッチ入力に対応する部分映像
をキャプチャし、コピー映像を生成する映像処理部をさらに含んでもよい。
【００２４】
　本発明の一実施形態による超音波装置のディスプレイ部は、タッチ入力が感知された地
点に表示された客体が、第２領域の中心に位置するように、コピー映像を表示することが
できる。
【００２５】
　本発明の一実施形態による超音波装置のディスプレイ部は、タッチ入力によって移動さ
れるように、それぞれ活性化された複数の客体を、第１領域にさらに表示することができ
る。
【００２６】
　本発明の一実施形態による超音波装置のディスプレイ部は、超音波映像に係わるパラメ
ータ値を調節するための操作パネルを所定モードによって変更し、タッチスクリーンの第
３領域に表示し、本発明の一実施形態による超音波装置の制御部は、第１領域及び第３領
域と異なる第２領域を選択することができる。
【００２７】
　本発明の一実施形態による超音波装置のユーザ入力部は、タッチ入力が感知された地点
からのドラッグ入力を感知し、本発明の一実施形態による超音波装置のディスプレイ部は
、ドラッグ入力によって変更される部分映像に係わるコピー映像を、第２領域に表示する
ことができる。
【００２８】
　本発明の一実施形態による超音波装置のユーザ入力部は、超音波映像に含まれた少なく
とも２以上の地点に対する多重タッチ入力を感知し、本発明の一実施形態による超音波装
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置のディスプレイ部は、少なくとも２以上の地点それぞれに対応する複数の部分映像に係
わる複数のコピー映像を、第２領域に表示することができる。
【００２９】
　本発明の一実施形態による超音波装置のディスプレイ部は、部分映像を所定比率に拡大
または縮小したコピー映像を、第２領域に表示することができる。
【００３０】
　本発明の一実施形態による超音波装置の制御部は、タッチ入力が感知されない場合、コ
ピー映像を第２領域から除去することができる。
【００３１】
　本発明の一実施形態によるコピー映像提供方法は、プローブを介して対象体に超音波信
号を出力し、対象体から超音波応答信号を受信する段階と、超音波応答信号を基に、対象
体に係わる超音波映像を生成する段階と、生成された対象体に係わる超音波映像をタッチ
スクリーンの第１領域に表示する段階と、超音波映像に係わるユーザのタッチ入力を感知
する段階と、タッチ入力に対応する部分映像に係わるコピー映像を、超音波映像が表示さ
れる第１領域と異なる第２領域に表示する段階と、を含んでもよい。
【００３２】
　本発明の一実施形態による対象体に係わる超音波映像は、プローブの位置または角度に
よって変更される。
【００３３】
　本発明の一実施形態によるコピー映像提供方法は、タッチスクリーンの第１領域に対象
体形状及びプローブ形状を含むボディーマーカーを表示する段階と、ボディーマーカーに
対するユーザのタッチ入力を感知する段階と、感知されたタッチ入力に基づいて、ボディ
ーマーカーに係わるコピー映像を、第１領域と異なる第２領域に表示する段階と、を含ん
でもよい。
【００３４】
　本発明の一実施形態によるコピー映像を表示する段階は、対象体形状が第２領域の中心
に位置するように、コピー映像を表示する段階を含んでもよい。
【００３５】
　本発明の一実施形態によるコピー映像提供方法は、第１領域に表示されたプローブ形状
を移動させるドラッグ入力を感知する段階と、ドラッグ入力に基づいて、プローブ形状の
位置を移動させる段階と、移動されたプローブ形状及び対象体形状を含むボディーマーカ
ーを第１領域に表示する段階と、をさらに含んでもよい。
【００３６】
　本発明の一実施形態によるコピー映像提供方法は、ドラッグ入力によって変更されるコ
ピー映像を、第２領域に表示する段階をさらに含んでもよい。
【００３７】
　本発明の一実施形態によるドラッグ入力によって変更されるコピー映像を表示する段階
は、移動されたプローブ形状及び対象体形状を含むボディーマーカーに係わるコピー映像
を、第２領域に表示する段階を含んでもよい。
【００３８】
　本発明の目的は、ユーザのタッチ入力によって、超音波映像に係わる複数の客体それぞ
れが移動されるように、複数の客体を活性化させて表示する客体表示方法、及びそのため
の超音波装置を提供するところにある。
【００３９】
　本発明の他の目的は、ユーザがタッチ道具（例えば、指または電子ペンなど）を利用し
て客体を正確にタッチする場合、タッチ道具によって隠される部分が生じるので、客体に
対するタッチ認識範囲を広げ、ユーザが客体周辺をタッチしても、客体移動を可能にする
客体表示方法、及びそのための超音波装置を提供するところにある。
【００４０】
　本発明のさらに他の目的は、複数の客体間のタッチ認識範囲が重畳される場合、優先順
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位によって、客体の移動手順を決定する客体表示方法、及びそのための超音波装置を提供
するところにある。
【００４１】
　本発明の一実施形態による客体表示方法は、所定モードで移動可能な複数の客体を抽出
する段階と、抽出された複数の客体それぞれが、ユーザのタッチ入力によって移動される
ように、複数の客体を活性化させる段階と、活性化された複数の客体を、超音波映像と共
に表示する段階と、を含んでもよい。
【００４２】
　本発明の一実施形態による客体は、測定地点または測定領域を選択するための基準点、
基準線、注釈（annotation）及び矢印のうち少なくとも一つを含んでもよい。
【００４３】
　本発明の一実施形態による客体表示方法は、活性化された複数の客体のうち少なくとも
１つの客体に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力を受信する段階と、タッチ・アンド・
ドラッグ入力によって、少なくとも１つの客体を移動させて表示する段階と、をさらに含
んでもよい。
【００４４】
　本発明の一実施形態による少なくとも１つの客体を移動させて表示する段階は、複数の
客体のうち第１客体が表示された地点を基準に、所定半径内の第１領域に対するタッチ・
アンド・ドラッグ入力を受信する段階と、第１領域に対するタッチ・アンド・ドラッグ入
力によって、第１客体を移動させて表示する段階と、複数の客体のうち第２客体が表示さ
れた地点を基準に、所定半径内の第２領域に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力を受信
する段階と、第２領域に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力によって、第２客体を移動
させて表示する段階と、を含んでもよい。
【００４５】
　本発明の一実施形態による客体表示方法は、第１領域と第２領域との重畳部分に対する
タッチ・アンド・ドラッグ入力を受信する段階と、優先順位情報に基づいて、第１客体及
び第２客体のうち一つを移動させて表示する段階と、をさらに含んでもよい。
【００４６】
　本発明の一実施形態による第１客体及び第２客体のうち一つを移動させて表示する段階
は、第１客体の移動時点情報、及び第２客体の移動時点情報を比較する段階と、比較した
結果に基づいて、第１客体及び第２客体のうち一つを移動させて表示する段階と、を含ん
でもよい。
【００４７】
　本発明の一実施形態による客体表示方法は、活性化された複数の客体に含まれた第１客
体及び第２客体に対する多重タッチ入力を受信する段階と、多重タッチ入力によって、第
１客体及び第２客体それぞれを移動させて表示する段階と、を含んでもよい。
【００４８】
　本発明の一実施形態による超音波映像は、Ｂモード映像、Ｄモード映像、Ｍモード映像
、及び弾性映像のうち少なくとも一つを含んでもよい。
【００４９】
　本発明の一実施形態による超音波装置は、ユーザのタッチ入力を受信するユーザ入力部
と、所定モードで移動可能な複数の客体を抽出し、抽出された複数の客体それぞれが、ユ
ーザのタッチ入力によって移動されるように、複数の客体を活性化させる制御部と、活性
化された複数の客体を、超音波映像と共に表示するディスプレイ部と、を含んでもよい。
【００５０】
　本発明の一実施形態による超音波装置のユーザ入力部は、活性化された複数の客体のう
ち少なくとも１つの客体に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力を受信し、本発明の一実
施形態による超音波装置のディスプレイ部は、タッチ・アンド・ドラッグ入力によって、
少なくとも１つの客体を移動させて表示することができる。
【００５１】
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　本発明の一実施形態による超音波装置のユーザ入力部は、複数の客体のうち第１客体が
表示された地点を基準に、所定半径内の第１領域に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力
を受信し、複数の客体のうち第２客体が表示された地点を基準に、所定半径内の第２領域
に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力を受信し、本発明の一実施形態による超音波装置
のディスプレイ部は、第１領域に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力によって、第１客
体を移動させて表示し、第２領域に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力によって、第２
客体を移動させて表示することができる。
【００５２】
　本発明の一実施形態による超音波装置のユーザ入力部は、第１領域と第２領域との重畳
部分に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力を受信し、本発明の一実施形態による超音波
装置の制御部は、優先順位情報に基づいて、第１客体及び第２客体のうち一つを移動させ
て表示するように、ディスプレイ部を制御することができる。
【００５３】
　本発明の一実施形態による超音波装置の制御部は、第１客体の移動時点情報、及び第２
客体の移動時点情報を比較し、比較した結果に基づいて、第１客体及び第２客体のうち一
つを移動させて表示するように、ディスプレイ部を制御することができる。
【００５４】
　本発明の一実施形態による超音波装置のユーザ入力部は、活性化された複数の客体に含
まれた第１客体及び第２客体に対する多重タッチ入力を受信し、ディスプレイ部は、多重
タッチ入力によって、第１客体及び第２客体それぞれを移動させて表示することができる
。
【発明の効果】
【００５５】
　本発明によれば、コピー映像を別途に所定領域に提供することにより、ユーザをして、
超音波映像において、測定地点または選択地点を正確に選択させるコピー映像提供方法、
及びそのための超音波装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】一般的な超音波装置を示す図面である。
【図２Ａ】一般的な超音波装置で提供される客体を示す図面である。
【図２Ｂ】一般的な超音波装置で提供される客体を示す図面である。
【図３】本発明の一実施形態による超音波装置を示す図面である。
【図４】本発明の一実施形態による超音波装置のコピー映像提供方法について説明するた
めのフローチャートである。
【図５Ａ】本発明の一実施形態による超音波装置のディスプレイ部を示す図面である。
【図５Ｂ】本発明の一実施形態による超音波装置のディスプレイ部を示す図面である。
【図６Ａ】本発明の一実施形態による超音波装置が測定領域を選択するための基準点に係
わるコピー映像を提供する画面を示す図面である。
【図６Ｂ】本発明の一実施形態による超音波装置が測定領域を選択するための基準点に係
わるコピー映像を提供する画面を示す図面である。
【図６Ｃ】本発明の一実施形態による超音波装置が測定領域を選択するための基準点に係
わるコピー映像を提供する画面を示す図面である。
【図７】本発明の一実施形態による超音波装置の客体表示方法について説明するためのフ
ローチャートである。
【図８Ａ】本発明の一実施形態に係わる複数の活性化された客体を示す図面である。
【図８Ｂ】本発明の一実施形態に係わる複数の活性化された客体を示す図面である。
【図９】多重タッチ入力によって、複数の活性化された客体が移動される一例を示す図面
である。
【図１０Ａ】本発明の一実施形態による超音波装置が、サンプルボリュームに係わるコピ
ー映像を提供する画面を示す図面である。
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【図１０Ｂ】本発明の一実施形態による超音波装置が、サンプルボリュームに係わるコピ
ー映像を提供する画面を示す図面である。
【図１１Ａ】本発明の一実施形態による超音波装置が、ドップラー映像に係わるコピー映
像、及び複数の活性化された客体を提供する画面を示す図面である。
【図１１Ｂ】本発明の一実施形態による超音波装置が、ドップラー映像に係わるコピー映
像、及び複数の活性化された客体を提供する画面を示す図面である。
【図１２Ａ】本発明の一実施形態による超音波装置が、Ｍモード（motion mode）映像に
係わるコピー映像、及び複数の活性化された客体を提供する画面を示す図面である。
【図１２Ｂ】本発明の一実施形態による超音波装置が、Ｍモード（motion mode）映像に
係わるコピー映像、及び複数の活性化された客体を提供する画面を示す図面である。
【図１３Ａ】本発明の一実施形態による超音波装置が、ボディーマーカー生成に係わるコ
ピー映像を提供する画面を示す図面である。
【図１３Ｂ】本発明の一実施形態による超音波装置が、ボディーマーカー生成に係わるコ
ピー映像を提供する画面を示す図面である。
【図１３Ｃ】本発明の一実施形態による超音波装置が、ボディーマーカー生成に係わるコ
ピー映像を提供する画面を示す図面である。
【図１４】本発明の一実施形態による超音波装置が、識別表示に係わるコピー映像を提供
する画面を示す図面である。
【図１５】本発明の一実施形態による超音波装置が注釈（annotation）に係わるコピー映
像、及び複数の活性化された客体を提供する画面を示す図面である。
【図１６】本発明の一実施形態による超音波装置が、超音波映像の非関心領域にコピー映
像を表示する画面を示す図面である。
【図１７Ａ】本発明の一実施形態による客体に対するタッチ認識範囲について説明するた
めの図面である。
【図１７Ｂ】本発明の一実施形態による客体に対するタッチ認識範囲について説明するた
めの図面である。
【図１８Ａ】本発明の一実施形態による複数の客体間のタッチ認識範囲が重畳する場合に
ついて説明するための図面である。
【図１８Ｂ】本発明の一実施形態による複数の客体間のタッチ認識範囲が重畳する場合に
ついて説明するための図面である。
【図１９Ａ】本発明の一実施形態による複数の客体間のタッチ認識範囲が重畳する場合に
ついて説明するための図面である。
【図１９Ｂ】本発明の一実施形態による複数の客体間のタッチ認識範囲が重畳する場合に
ついて説明するための図面である。
【図２０】本発明の一実施形態による超音波装置の構成について説明するためのブロック
構成図である。
【図２１】本発明の他の実施形態による超音波装置の構成について説明するためのブロッ
ク構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００５７】
　本発明で使用される用語は、本発明での機能を考慮しながら、可能な限り現在広く使用
される一般的な用語を選択したが、それは、当業者の意図、判例または新たな技術の出現
などによっても異なる。また、特定の場合は、出願人が任意に選定した用語もあり、その
場合、当該発明の説明部分で詳細にその意味を記載する。従って、本発明で使用される用
語は、単純な用語の名称ではない、その用語が有する意味と、本発明の全般にわたった内
容とを基に定義されなければならない。
【００５８】
　明細書全体において、ある部分がある構成要素を「含む」というとき、それは、特別に
反対になる記載がない限り、他の構成要素を除くものではなく、他の構成要素をさらに含
むということを意味する。また、明細書に記載された「…部」、「…モジュール」のよう
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な用語は、少なくとも１つの機能や動作を処理する単位を意味し、それは、ハードウェア
またはソフトウェアによって具現されるか、あるいはハードウェアとソフトウェアとの結
合によっても具現される。
【００５９】
　明細書全体において「超音波映像」とは、超音波信号を利用して獲得された、対象体に
係わる映像を意味する。該対象体は、身体の一部を意味する。例えば、該対象体には、肝
臓、心臓、胎児後頸部浮腫（ＮＴ：nuchal translucency）、脳、乳房、腹部などの臓器
や、胎児などが含まれる。
【００６０】
　超音波映像は、多様に具現される。例えば、超音波映像は、対象体から反射する超音波
エコー信号の大きさを明るさで示すＢモード（brightness mode）映像、ドップラー効果
（doppler effect）を利用して、動く対象体の速度をカラーで表現するＣモード（color 
mode）映像、ドップラー効果を利用して、動く対象体の映像をスペクトル形態で示すＤモ
ード（doppler mode）映像、及びある一定位置において、経時的な対象体の動きを示すＭ
モード（motion mode）映像、対象体にコンプレッション（compression）を加えるときと
、加えないときとの反応差を映像に示す弾性モード映像のうち少なくとも一つでもあるが
、それらに限定されるものではない。また、本発明の一実施形態によれば、超音波映像は
、二次元映像、三次元映像または四次元映像でもある。
【００６１】
　明細書全体において「ユーザ」は、医療専門家であり、医師、看護婦、臨床病理士（me
dical laboratory technologist）、ソノグラファー（sonographer）などにもなるが、そ
れらに限定されるものではない。
【００６２】
　明細書全体において「客体が活性化される」ということは、ユーザのタッチ入力によっ
て、客体が移動される状態にあるということを意味する。
【００６３】
　以下では、添付した図面を参照し、本発明の実施形態について、本発明が属する技術分
野において当業者が容易に実施することができるように、詳細に説明する。しかし、本発
明は、さまざまに異なる形態で具現され、ここで説明する実施形態に限定されるものでは
ない。そして、図面において、本発明について明確に説明するために、説明と関係ない部
分は省略し、明細書全体を通して類似した部分については、類似した図面符号を付した。
【００６４】
　図１は、一般的な超音波装置を示す図面である。
【００６５】
　図１に図示されているように、一般的な超音波装置１０は、本体（main body）１１、
１以上のプローブ１２、ディスプレイ部１３及びコントロールパネル１４を含む。一般的
な超音波装置１０は、大きいサイズを有するために、ユーザが一般的な超音波装置１０を
外部で自由に移動させ難い。また、超音波装置１０は、大きいサイズによって、広い空間
を占める。
【００６６】
　一方、一般的な超音波装置１０のディスプレイ部１３とコントロールパネル１４は、分
離されている。従って、ユーザが、１以上のプローブ１２を介して獲得した超音波映像に
おいて、一定領域を選択したり一定領域を測定したり利得を調節したりする場合、ユーザ
は、超音波映像とコントロールパネル１４とを交互に確認しなければならないので、ユー
ザの目が分散してしまう。
【００６７】
　また、一般的な超音波装置１０においてユーザは、コントロールパネル１４に含まれた
トラックボール１５を利用して、ディスプレイ部１３に表示された客体を移動することが
できる。そのとき、ユーザが異なる客体を移動させるためには、トラックボール１５と異
なる客体とをマッピングさせる過程が追加して必要であるために、ユーザが迅速に測定点
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や測定線の位置を変更し難い。図２Ａ及び図２Ｂを参照する。
【００６８】
　図２Ａ及び図２Ｂは、一般的な超音波装置で提供される客体を示す図面である。
【００６９】
　図２Ａに図示されているように、一般的な超音波装置１００は、１つの客体に対する動
きのみを活性化させる。すなわち、第１客体２１０が活性化されている場合、ユーザは、
トラックボール、マウスまたはタッチ道具（touch instrument）（例えば、ライトペンま
たは指）を利用して、第１客体２１０のみを移動させることができ、第２客体２２０、第
３客体２３０及び第４客体２４０は、移動させることができない。
【００７０】
　従って、図２Ｂに図示されているように、ユーザが第２客体２２０を移動させようとす
る場合、超音波装置１０が活性化された位置を、第１客体２１０から第２客体２２０に変
更する過程が追加して必要である。すなわち、超音波装置１０は、活性化された第１客体
２１０を非活性化させ、非活性状態の第２客体２２０を活性化させなければならない。従
って、ユーザが迅速に複数の客体それぞれを移動させ難い。
【００７１】
　一方、図２Ａ及び図２Ｂに図示されているように、一般的な超音波装置１０では、ユー
ザがタッチ道具（例えば、指またはライトペン）を利用して客体をタッチする場合、タッ
チ道具によって客体が隠される。従って、ユーザが客体を目標地点に正確に移動させ難い
。
【００７２】
　図３は、本発明の一実施形態による超音波装置を示す図面である。
【００７３】
　図３に図示されているように、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、ディス
プレイ部１１０、ユーザ入力部１２０、プローブを連結するためのインターフェースを含
んでもよい。
【００７４】
　本発明の一実施形態によるディスプレイ部１１０は、タッチパッドとレイヤ構造をなし
、タッチスクリーンを構成することができる。そのとき、本発明の一実施形態によるディ
スプレイ部１１０は、出力装置以外に入力装置としても使用される。
【００７５】
　該タッチスクリーンは、タッチ入力位置、タッチされた面積だけではなく、タッチ入力
圧力までも検出するように構成される。また、タッチスクリーンは、直接タッチ（real-t
ouch）だけではなく、近接タッチ（proximity touch）も検出されるように構成される。
本明細書において「直接タッチ」とは、画面に実際にポインタ（pointer）がタッチされ
た場合をいい、「近接タッチ」とは、ポインタが画面に実際にタッチはされず、画面から
所定距離離れて接近した場合をいう。本明細書においてポインタは、ディスプレイされた
画面の特定部分をタッチするか、あるいは近接タッチするためのタッチ道具をいう。その
一例として、電子ペン、指などがある。
【００７６】
　図面には図示されていないが、超音波装置１００は、タッチスクリーンに対する直接タ
ッチまたは近接タッチを感知するために、タッチスクリーンの内部または近くに、多様な
センサを具備することができる。タッチスクリーンのタッチを感知するためのセンサの一
例として、触覚センサがある。
【００７７】
　触覚センサは、人が感じられるほど、またはそれ以上に、特定物体の接触を感知するセ
ンサをいう。触覚センサは、接触面の粗度、接触物体の硬度、接触地点の温度のような多
様な情報を感知することができる。
【００７８】
　また、タッチスクリーンのタッチを感知するためのセンサの一例として、近接センサが
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ある。該近接センサは、所定の検出面に接近する物体、あるいは近くに存在する物体の有
無を、電子系の力または赤外線を利用して、機械的接触なしに検出するセンサをいう。
近接センサの例としては、透過型光電センサ、直接反射型光電センサ、ミラー反射型光電
センサ、高周波発振型近接センサ、静電容量型近接センサ、磁気型近接センサ、赤外線近
接センサなどがある。
【００７９】
　本発明の一実施形態によるディスプレイ部１１０は、液晶ディスプレイ（liquid cryst
al display）、薄膜トランジスタ液晶ディスプレイ（thin film transistor-liquid crys
tal display）、有機発光ダイオード（organic light-emitting diode）、フレキシブル
ディスプレイ（flexible display）、及び三次元ディスプレイ（３Ｄ display）のうち少
なくとも一つを含んでもよいが、それらに限定されるものではない。
【００８０】
　一方、本発明の一実施形態によるディスプレイ部１１０は、ユーザが超音波映像におい
て正確な地点を選択するように、ユーザのタッチ入力地点に対応するコピー映像を提供す
ることができる。ここについては、図４を参照して追って詳細に説明する。
【００８１】
　また、本発明の一実施形態によるディスプレイ部１１０は、複数の活性化された客体を
表示することもできる。ここについては、図７を参照して追って詳細に説明する。
【００８２】
　ユーザ入力部１２０は、ユーザが超音波装置１００を制御するためのデータを入力する
手段を意味する。本発明の一実施形態によるユーザ入力部１２０は、タッチパッド（接触
式静電容量方式、圧力式抵抗膜方式、赤外線感知方式、表面超音波伝導方式、積分式張力
測定方式、ピエゾ効果方式など）、キーパッド（key pad）などを含んでもよい。特に、
前述のように、タッチパッドがディスプレイ部１１０と相互レイヤ構造をなしてタッチス
クリーンを構成することができる。
【００８３】
　そのとき、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、所定モードの超音波映像、
及び超音波映像に係わるコントロールパネルをタッチスクリーン上に表示することができ
る。そして、超音波装置１００は、タッチスクリーンを介して、超音波映像に対するユー
ザのタッチジェスチャを感知することができる。
【００８４】
　本明細書において記述されるユーザのタッチジェスチャ（タッチ入力）には、タップ（
tap）、タッチ＆ホールド（touch ＆ hold）、ダブルタップ（double tap）、ドラッグ（
drag）、パニング（panning）、フリック（flick）、ドラッグ・アンド・ドロップ（drag
 ＆ drop）、スワイプ（swipe）、ピンチ（pinch）などがある。
【００８５】
　「タップ」は、ユーザが指や電子ペンを利用して画面をタッチした後、指や電子ペンを
他の領域に移動させずに画面から直ちに離す動作を示す。
【００８６】
　「タッチ＆ホールド」は、ユーザが指や電子ペンを利用して画面をタッチした後、臨界
時間（例えば、２秒）以上タッチ入力を維持する動作を示す。すなわち、タッチイン時点
とタッチアウト時点との時間差が、臨界時間（例えば、２秒）以上である場合を意味する
。タッチ入力がタップであるか、あるいはタッチ＆ホールドであるかということをユーザ
に認識させるために、タッチ入力が臨界時間以上維持されれば、視覚的、聴覚的または触
覚的にフィードバック信号を提供することもできる。前記臨界時間は、具現例によって変
更される。
【００８７】
　「ダブルタップ」は、ユーザが指や電子ペンを利用して、画面を二回タッチする動作を
示す。
【００８８】
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　「ドラッグ」は、ユーザが指や電子ペンを画面にタッチした後、タッチを維持した状態
で、指や電子ペンを画面内の他の位置に移動させる動作を意味する。ドラッグ動作によっ
て、オブジェクトが移動されるか、あるいは後述するパニング動作が遂行される。
【００８９】
　「パニング」は、ユーザがオブジェクトを選択せずに、ドラッグ動作を遂行する場合を
示す。パニングは、特定オブジェクトを選択しないために、オブジェクトがページ内で移
動するのではなく、ページ自体が画面内で移動するか、あるいはオブジェクトのグループ
がページ内で移動する。
【００９０】
　「フリック」は、ユーザが指や電子ペンを利用して、臨界速度（例えば、１００pixel
／ｓ）以上ドラッグする動作を示す。指や電子ペンの移動速度が臨界速度（例えば、１０
０pixel／ｓ）以上であるかということに基づいて、ドラッグ（または、パニング）とフ
リックとを区別することができる。
【００９１】
　「ドラッグ・アンド・ドロップ」は、ユーザが指や電子ペンを利用して、オブジェクト
を画面内の所定位置にドラッグした後で置く動作を意味する。
【００９２】
　「ピンチ」は、ユーザが２本の指を画面の上にタッチした状態で、互いに異なる方向に
動かす動作を示す。オブジェクトまたはページの拡大（pinch open）または縮小（pinch 
close）のためのジェスチャであり、２本の指の距離によって拡大値や縮小値が決定され
る。
【００９３】
　「スワイプ」は、指や電子ペンで、画面の上のオブジェクトをタッチした状態で、水平
方向または垂直方向に一定距離動かす動作である。斜線方向の動きは、スワイプイベント
として認識されない。
【００９４】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、一般的な超音波装置１０のコントロー
ルパネル１４に含まれていたボタンのうち、ユーザが頻繁に使用する一部ボタンを物理的
に具備し、のボタンは、ＧＵＩ（graphical user interface）形態で、タッチスクリーン
を介して提供することができる。
【００９５】
　例えば、本発明の一実施形態によるユーザ入力部１２０は、物理的に具備された患者（
patient）ボタン１２１、プローブボタン１２２、スキャンボタン１２３、保存ボタン１
２４、超音波映像選択ボタン１２５などを含んでもよいが、それらに限定されるものでは
ない。
【００９６】
　患者ボタン１２１は、超音波診断を受ける患者を選択するためのボタンであり、プロー
ブボタン１２２は、超音波診断に利用されるプローブを選択するためのボタンであり、ス
キャンボタン１２３は、超音波装置１００に既設定のパラメータ値を利用して、超音波映
像を迅速に補正するボタンであり、保存ボタン１２４は、超音波映像を保存するためのボ
タンであり、超音波映像選択ボタン１２５は、リアルタイムで表示される超音波映像をし
ばらく停止させ、１つの停止された超音波映像を画面に表示させるボタンである。
【００９７】
　また、本発明の一実施形態によるユーザ入力部１２０は、ＧＵＩ形態でタッチスクリー
ンに表示された２Ｄ（two-dimensional）ボタン、Colorボタン、ＰＷボタン、Ｍボタン、
SonoViewボタン（既保存のイメージを確認するボタン）、Moreボタン、Ｍｅａｓ．（Meas
ure）ボタン、Annotationボタン、Biopsyボタン（針の挿入位置をガイドするボタン）、D
epthボタン、Focusボタン、Gainボタン、Ｆｒｅｑ．ボタンなどを含んでもよいが、それ
らに限定されるものではない。各ボタンの機能は、ボタンに刻まれた名称から、超音波分
野の通常の技術者であるならば、容易に導出することができるので、ボタンに係わる具体
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的な説明は省略する。
【００９８】
　以下では、本発明の一実施形態によるタッチスクリーンを具備した超音波装置１００が
、タッチスクリーンを介して表示される超音波映像に係わるユーザの正確なタッチ入力の
一助とするために、コピー映像を提供する方法について、図４を参照して詳細に説明する
。
【００９９】
　図４は、本発明の一実施形態による超音波装置のコピー映像提供方法について説明する
ためのフローチャートである。
【０１００】
　段階４１０において、超音波装置１００は、タッチスクリーンの第１領域に、超音波映
像を表示することができる。本発明の一実施形態による超音波映像は、Ｂモード映像、ド
ップラー映像、Ｍモード映像及びＣモード映像のうち一つでもあるが、それらに限定され
るものではない。
【０１０１】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、複数の超音波映像を第１領域に表示す
ることもできる。例えば、超音波装置１００は、Ｂモード映像とドップラー映像とを第１
領域に表示することができ、Ｂモード映像とＭモード映像をと第１領域に表示することも
できる。
【０１０２】
　一方、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、ユーザの設定に基づいて、超音
波映像に所定客体を表示することもできる。例えば、超音波装置１００は、関心領域（Ｒ
ＯＩ：region of interest）を選択することができる基準線または基準点を、超音波映像
に表示したり、ボディーマーカーを表示したり、サンプルボリュームを表示したりするこ
とができる。
【０１０３】
　本発明の一実施形態によるボディーマーカーは、超音波が走査された位置、または対象
体などを識別するための図形を意味する。本発明の一実施形態によるボディーマーカーは
、超音波が走査された対象体を示す図形と、対象体で接触されるプローブの位置を示す図
形とを含んでもよい。ボディーマーカーの一例として、腕の形状、肝臓の形状、子宮形状
などがある。
【０１０４】
　本発明の一実施形態によるサンプルボリュームは、レンジゲート（range gate）の動作
によって、ドップラー信号が受容される限定された区域を意味する。超音波装置１００は
、ゲートサイズを変化させることにより、サンプルボリュームの大きさを調節することが
できる。ゲートサイズを増大させるならば、ドップラー信号を得ることができるボリュー
ムも増大する。一方、本発明の一実施形態によれば、ユーザは、サンプルボリュームの位
置を移動させ、特定位置でのドップラー映像を獲得することができる。
【０１０５】
　段階４２０において、超音波装置１００は、超音波映像に対するタッチ入力を感知する
ことができる。そのとき、本発明の一実施形態によれば、超音波装置１００は、タッチス
クリーンにおいて、タッチ入力が感知された位置に係わる情報を獲得することができる。
タッチ入力が感知された位置に係わる情報には、タッチスクリーン上において、タッチ入
力が感知された位置の座標値（例えば、ピクセル値）などが含まれる。
【０１０６】
　本発明の一実施形態によるタッチ入力には、タッチ＆ホールド、ドラッグ、スワイプな
どがある。一方、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、超音波映像に含まれた
少なくとも２以上の地点に対する多重タッチ入力を感知することもできる。例えば、本発
明の一実施形態による超音波装置１００は、ユーザのピンチジェスチャを感知することも
できる。



(15) JP 2016-516465 A 2016.6.9

10

20

30

40

50

【０１０７】
　段階４３０において、超音波装置１００は、超音波映像から、タッチ入力に対応する部
分映像を抽出することができる。例えば、本発明の一実施形態による超音波装置１００は
、タッチスクリーンにおいて、タッチ入力が感知された位置を基準に、既設定サイズの部
分映像を抽出することができる。既設定サイズは、システム状況またはユーザの設定によ
って変更される。
【０１０８】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、タッチ入力に対応する部分映像をキャ
プチャし、部分映像に係わるコピー映像を生成することができる。
【０１０９】
　そのとき、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、所定周期で、タッチ入力に
対応する部分映像を抽出することもできる。また、本発明の一実施形態による超音波装置
１００は、タッチ入力が感知された位置が変わる場合、部分映像を抽出することもできる
。
【０１１０】
　段階４４０において、超音波装置１００は、部分映像に係わるコピー映像を、超音波映
像が表示される第１領域と異なる第２領域に表示することができる。すなわち、本発明の
一実施形態によれば、超音波装置１００は、超音波映像が表示されない領域にコピー映像
を表示することができる。
【０１１１】
　一方、超音波装置１００は、超音波映像に係わるパラメータ値を調節するための操作パ
ネル（control panel）がＧＵＩ形態に表示される第３領域と異なる第２領域にコピー映
像を表示することもできる。すなわち、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、
超音波映像が表示される第１領域、及び操作パネルがＧＵＩ形態に表示される第３領域を
除いた残りの領域に、コピー映像を表示することができるのである。
【０１１２】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、既設定サイズの部分映像をキャプチャ
したコピー映像を、第２領域に表示することができる。そのとき、本発明の一実施形態に
よれば、超音波装置１００は、タッチ入力が感知された地点に表示された客体が、第２領
域の中心に位置するように、コピー映像を表示することもできる。前記客体は、測定地点
または測定領域を選択するための基準点または基準線、サンプルボリューム及びボディー
マーカーのうち少なくとも一つを含んでもよいが、それらに限定されるものではない。
【０１１３】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、ドラッグ入力によって変更される部分
映像に対応するコピー映像を、リアルタイムで同期化し、第２領域に表示することもでき
る。そのとき、ユーザは、タッチ道具（例えば、指または電子ペン）によって隠れた超音
波映像部分を、第２領域に表示されたコピー映像を介して、リアルタイムで確認すること
ができる。
【０１１４】
　また、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、タッチ入力が感知された位置を
基準に抽出された部分映像を、所定比率に拡大または縮小したコピー映像を、第２領域に
表示することもできる。そのとき、所定の比率は、超音波装置１００のシステム環境、ま
たはユーザの設定によって変更される。
【０１１５】
　一方、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、タッチ入力がそれ以上感知され
ない場合、コピー映像を第２領域から除去することができる。すなわち、ユーザが、タッ
チスクリーンから指またはライトペンを離す場合、コピー映像がタッチスクリーンから消
える。
【０１１６】
　以下では、図５Ａ及び図５Ｂを参照し、タッチスクリーンに表示される第１領域、第２



(16) JP 2016-516465 A 2016.6.9

10

20

30

40

50

領域、第３領域についてさらに説明する。
【０１１７】
　図５Ａ及び図５Ｂは、本発明の一実施形態による超音波装置のディスプレイ部を示す図
面である。
【０１１８】
　図５Ａに図示されているように、本発明の一実施形態による超音波装置１００のディス
プレイ部１１０は、タッチスクリーンを、第１領域５１０、第２領域５２０、第３領域５
３０に区分することができるが、それらに限定されるものではない。
【０１１９】
　第１領域５１０は、タッチスクリーンにおいて、超音波映像５１１が表示される既設定
の領域でもある。第２領域５２０は、タッチ入力に対応する部分映像に係わるコピー映像
が表示される領域でもある。第３領域５３０は、所定モード（例えば、Ｂモード、ドップ
ラーモード、Ｍモードなど）で、操作パネルがＧＵＩ形態に表示される領域でもある。
【０１２０】
　第１領域５１０、第２領域５２０、第３領域５３０の位置または大きさは、超音波装置
１００のシステムまたはユーザの設定によって変わる。特に、本発明の一実施形態による
超音波装置１００は、第１領域５１０及び第３領域５３０と重ならない領域のうち、第２
領域５２０を選択することができる。すなわち、モードにより、操作パネルの位置、及び
超音波映像が表示される位置が変わるので、超音波装置１００は、適応的にコピー映像が
表示される第２領域５２０を選択する。
【０１２１】
　本発明の一実施形態によれば、ユーザが、超音波映像５１１において、特定地点を指で
タッチする場合、超音波装置１００は、第１領域５１０に表示された超音波映像５１１に
対するユーザのタッチ入力を感知する。そのとき、タッチ地点に表示された客体５００が
指によって隠れるので、ユーザは、所望する地点を正確にタッチしているか否かというこ
とを確認し難い。
【０１２２】
　また、図５Ｂに図示されているように、ユーザが電子ペン（例えば、スタイラスペン）
を利用して、超音波映像５１１の特定地点をタッチすることもできる。そのとき、タッチ
地点に表示された客体５００が、電子ペン（例えば、スタイラスペン）によって隠れるの
で、ユーザは、所望する地点を正確に選択しているか否かということを確認し難い。
【０１２３】
　従って、超音波装置１００は、タッチ入力に対応する部分映像５１２を抽出し、部分映
像５１２に係わるコピー映像を、第２領域５２０に表示することができる。例えば、超音
波装置１００は、タッチ入力が感知された地点を中心に、所定サイズ（例えば、３ｃｍＸ
３ｃｍ）の部分映像５１２を抽出することができる。そして、超音波装置１００は、部分
映像５１２をキャプチャしたコピー映像を、第２領域５２０に表示することができる。そ
のとき、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、タッチ入力が感知された地点に
表示された客体５００が、第２領域５２０の中心に位置するように、コピー映像を表示す
ることができる。
【０１２４】
　その場合、ユーザは、自身がタッチした地点が超音波映像５１１のいずれの部分に位置
するかということを、コピー映像を介して正確に確認することができる。例えば、ユーザ
は、腫瘍の大きさを測ったり、胎児の頭の周囲を測ったりする場合、コピー映像を確認す
ることにより、正確な測定地点を選択することができる。
【０１２５】
　一方、超音波装置１００は、タッチ入力が感知された地点からドラッグ入力が感知され
る場合、タッチ入力が感知された地点に表示された客体５００を、ドラッグ入力によって
移動させて第１領域５１０に表示し、第２領域５２０に表示されるコピー映像も、リアル
タイムで変更して表示することができる。
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【０１２６】
　本発明の一実施形態によれば、超音波装置１００は、超音波映像が表示される第１領域
５１０の周辺に、コピー映像を表示することにより、ユーザの視線を大きく分散させない
。
【０１２７】
　以下では、超音波装置１００が、所定モードでコピー映像を提供する具体的な実施形態
について、図６Ａ、図６Ｂ及び図６Ｃを参照して詳細に説明する。
【０１２８】
　図６Ａ、図６Ｂ及び図６Ｃは、本発明の一実施形態による超音波装置が、測定領域を選
択するための基準点に係わるコピー映像を提供する画面を示す図面である。
【０１２９】
　図６Ａに図示されているように、ユーザが第３領域６３０に表示された操作パネルで、
Caliperボタンを選択し、Ellipseボタンを選択した後、超音波映像において、第１地点（
１）をタッチしたまま、第２地点（２）までドラッグした後で手を離す場合、超音波装置
１００は、測定領域を選択することができる楕円形の客体を、第１領域６１０に表示する
ことができる。そのとき、ユーザは、第３地点（３）に表示された十字架状の基準点６０
０をタッチしたまま、左または右にドラッグすることにより、測定領域のサイズを調節す
ることができる。
【０１３０】
　ユーザが第３地点（３）をタッチする場合、超音波装置１００は、ユーザがタッチした
地点を中心に、所定サイズのコピー映像を、第２領域６２０に表示することができる。そ
のとき、第３地点（３）に表示された十字架状の基準点６００が、第２領域６２０の中心
に位置することができる。
【０１３１】
　図６Ｂに図示されているように、ユーザが第３地点（３）に表示された十字架状の基準
点６００をタッチしたまま右側方向にドラッグする場合、ドラッグ入力によって、タッチ
入力が感知される地点が続けて変わるので、超音波装置１００は、タッチ入力が感知され
る地点を中心に、コピー映像をリアルタイムで変更し、第２領域６２０に表示することが
できる。すなわち、十字架状の基準点６００を中心に、所定サイズのコピー映像がリアル
タイムで変更され、第２領域６２０に表示される。
【０１３２】
　そのとき、ユーザは、第１領域６１０において、指によって隠れる基準点６００の正確
な位置を、第２領域６２０に表示されたコピー映像を介して確認することができる。すな
わち、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、病気診断などにおいて、非常に重
要な腫瘍の大きさ測定などを、ユーザが正確に行うことができるように一助となる。
【０１３３】
　図６Ｃに図示されているように、ユーザがタッチスクリーンから指を離す場合、超音波
装置１００は、第２領域６２０にコピー映像をそれ以上表示しない。
【０１３４】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、タッチ道具（例えば、指または電子ペ
ン）によって隠れる基準点を、コピー映像を介してユーザをして正確に確認させることが
できる。
【０１３５】
　以下では、ユーザをして、客体をタッチ・アンド・ドラッグし、該客体を自由に移動さ
せるように、超音波装置１００が動き活性化された客体を画面に表示する方法について、
図７ないし図９を参照して詳細に説明する。
【０１３６】
　図７は、本発明の一実施形態による超音波装置の客体表示方法について説明するための
フローチャートである。
【０１３７】
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　段階７１０において、超音波装置１００は、所定モードで移動可能な複数の客体を抽出
することができる。
【０１３８】
　所定モードは、測定モード、注釈入力モード、ドップラーモード、Ｍモードなどがある
。測定モードは、関心領域に係わる周囲、長さ、広さなどを測定したり、所定サンプルボ
リュームでの最大速度、瞬間速度、勾配などを測定したり、あるいは経時的な速度変化量
などを測定したりするモードでもある。注釈入力モード、ドップラーモード、Ｍモードの
機能は、各名称から、当業者が直観的に推論することができるので、具体的な説明は省略
する。
【０１３９】
　本発明の一実施形態による所定モードにおいて、移動可能な複数の客体は、活性化され
る場合、ユーザのタッチ入力によって移動可能な客体を意味する。例えば、該客体は、測
定地点または測定領域を選択するための基準点、基準線、注釈及び矢印のうち少なくとも
一つを含んでもよいが、それらに限定されるものではない。
【０１４０】
　複数の客体は、同種類の客体でもあり、他種類の客体でもある。例えば、複数の客体は
、第１基準点及び第２基準点を含んでもよい。また、複数の客体は、第１基準点及びサン
プルボリュームを含んだり、第１基準点及び注釈を含んだりする。
【０１４１】
　段階７２０において、超音波装置１００は、抽出された複数の客体それぞれが、ユーザ
のタッチ入力によって移動されるように、複数の客体を活性化させる。すなわち、抽出さ
れた複数の客体それぞれを、ユーザがタッチ入力で自由に移動させるように、超音波装置
１００は、複数の客体いずれも活性化させる。
【０１４２】
　段階７３０において、超音波装置１００は、活性化された複数の客体を、超音波映像と
共に表示することができる。本発明の一実施形態による超音波映像は、Ｂモード映像、ド
ップラー映像、Ｍモード映像及び弾性映像のうち少なくとも一つを含んでもよいが、それ
らに限定されるものではない。
【０１４３】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、活性化された複数の客体を、超音波映
像の上に表示することができる。本発明の他の実施形態によれば、超音波装置１００は、
活性化された複数の客体を、超音波映像と一部重畳されるように表示することもできる。
また、本発明のさらに他の実施形態によれば、超音波装置１００は、活性化された複数の
客体を、超音波映像が表示される領域と異なる領域に表示することもできる。
【０１４４】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、活性化された複数の客体のうち少なく
とも１つの客体に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力を受信することができる。その場
合、超音波装置１００は、タッチ・アンド・ドラッグ入力によって、少なくとも１つの客
体を移動させて表示することができる。
【０１４５】
　一方、超音波映像に係わる客体の大きさが小さい場合、ユーザがタッチ入力で客体を正
確に選択し難い。また、ユーザがタッチ道具で、客体を正確にタッチする場合、該客体が
タッチ道具によって隠れるために、ユーザが客体の位置を正確に把握し難い。従って、本
発明の一実施形態による超音波装置１００は、客体が選択されたと認識するタッチ認識範
囲を拡張させることができる。
【０１４６】
　例えば、活性化された第１客体が表示された地点を基準に、所定半径内の第１領域に対
するタッチ・アンド・ドラッグ入力が受信される場合、超音波装置１００は、第１客体に
対するタッチ・アンド・ドラッグ入力が受信されたと認識することができる。また、複数
の活性化された客体のうち第２客体が表示された地点を基準に、所定半径内の第２領域に
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対するタッチ・アンド・ドラッグ入力が受信される場合、超音波装置１００は、第２領域
に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力によって、第２客体を移動させて表示することが
できる。
【０１４７】
　そのとき、具現例により、第１客体のタッチ認識範囲と、第２客体のタッチ認識範囲と
が重畳する。ユーザが、重畳する部分をタッチ・アンド・ドラッグする場合、超音波装置
１００は、優先順位情報に基づいて、第１客体及び第２客体のうち一つを移動させて表示
することができる。優先順位情報は、複数の客体のタッチ認識範囲が重畳する領域に対す
るユーザのタッチ入力が受信される場合、複数の客体のうち、どの客体が選択されたと決
定するということに係わる情報を意味する。
【０１４８】
　例えば、複数の客体間の移動優先順位が既設定である場合、超音波装置１００は、既設
定の移動優先順位によって、第１客体及び第２客体のうち一つを移動させる。また、最後
に移動された客体が優先すると設定されている場合、超音波装置１００は、第１客体の移
動時点情報、及び第２客体の移動時点情報を比較し、比較した結果に基づいて、第１客体
及び第２客体のうち一つを移動させる。客体に対するタッチ認識範囲が拡張される実施形
態については、図１７ないし図１９を参照し、追ってさらに詳細に説明する。
【０１４９】
　図８Ａ及び図８Ｂは、本発明の一実施形態に係わる複数の活性化された客体を示す図面
である。
【０１５０】
　図８Ａに図示されているように、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、関心
領域の広さまたは周囲を測定するための測定モードが選択された場合、測定モードで移動
可能な客体を抽出することができる。
【０１５１】
　例えば、ユーザが、操作パネルでCaliperボタンを選択し、Ellipseボタンを選択した後
、超音波映像において、第３基準点８３０をタッチしたまま、第４基準点８４０までドラ
ッグした後で指を離す場合、超音波装置１００は、測定領域を選択することができる楕円
を、超音波映像の上に表示することができる。そのとき、超音波装置１００は、測定モー
ドで移動可能な客体として、第１基準点８１０、第２基準点８２０、第３基準点８３０、
第４基準点８４０を抽出することができる。
【０１５２】
　そして、超音波装置１００は、第１基準点８１０、第２基準点８２０、第３基準点８３
０、第４基準点８４０をいずれも活性化させる。従って、ユーザは、別途の操作をせずと
も、直ちに第１基準点８１０をタッチしたまま、右側方向にドラッグすることにより、第
１基準点８１０の位置を移動させることができる。
【０１５３】
　また、図８Ｂに図示されているように、ユーザは、第１基準点８１０を非活性化させ、
第２基準点８２０を活性化させる別途の操作なしに、すぐに第２基準点８２０をタッチ・
アンド・ドラッグすることにより、第２基準点８２０の位置を移動させることもできる。
【０１５４】
　一方、ユーザ入力に基づいて、長さ測定線が追加される場合、超音波装置１００は、長
さ測定線で動くことができる客体（例えば、第５基準点８５０及び第６基準点８６０）を
抽出し、抽出された客体（例えば、第５基準点８５０及び第６基準点８６０）をいずれも
活性化させることができる。
【０１５５】
　従って、ユーザは、活性化された客体８１０，８２０，８３０，８４０，８５０，８６
０をタッチし、測定のための基準点を自由に移動させることができる。すなわち、本発明
の一実施形態による超音波装置は、タッチインターフェースを使用するユーザの便宜を向
上させることができ、迅速な測定及び診断を可能にする。
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【０１５６】
　図９は、多重タッチ入力によって、複数の活性化された客体が移動される一例を示す図
面である。
【０１５７】
　図９に図示されているように、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、活性化
された複数の客体に含まれた第１客体及び第２客体に対する多重タッチ入力を受信するこ
とができる。そのとき、超音波装置１００は、多重タッチ入力によって、第１客体及び第
２客体それぞれを移動させて表示することができる。
【０１５８】
　例えば、ユーザが、操作パネルでCaliperボタンを選択し、Ellipseボタンを選択した後
、超音波映像において第３基準点９３０をタッチしたまま、第４基準点９４０までドラッ
グした後で指を離す場合、超音波装置１００は、測定領域を選択することができる楕円を
、超音波映像の上に表示することができる。そのとき、超音波装置１００は、測定モード
で移動可能な客体として、第１基準点９１０、第２基準点９２０、第３基準点９３０、第
４基準点９４０を抽出し、第１基準点９１０、第２基準点９２０、第３基準点９３０、第
４基準点９４０をいずれも活性化させる。
【０１５９】
　従って、ユーザは、第３基準点９３０及び第４基準点９４０を２本の指にそれぞれタッ
チした状態で、２本の指を互いに異なる方向に動かすことができる。そのとき、超音波装
置１００は、第３基準点９３０及び第４基準点９４０をそれぞれ移動させ、測定領域を選
択するための楕円の長軸長を調節することができる。
【０１６０】
　図１０Ａ及び図１０Ｂは、本発明の一実施形態による超音波装置が、サンプルボリュー
ムに係わるコピー映像を提供する画面を示す図面である。
【０１６１】
　図１０Ａに図示されているように、ユーザが第３領域１０３０に表示された操作パネル
でＰＷボタンを選択する場合、超音波装置１００は、ユーザの選択を感知し、Ｂモード映
像の上に、サンプルボリューム１０００を表示することができる。その場合、ユーザは、
サンプルボリューム１０００をタッチしたまま移動させ、ドップラー映像を観測するため
の測定位置（例えば、所定血管）を選択することができる。
【０１６２】
　ユーザがサンプルボリューム１０００をタッチする場合、指によって、サンプルボリュ
ーム１０００、及びサンプルボリューム１０００周辺の超音波映像が隠れる。従って、超
音波装置１００は、ユーザがタッチした地点を中心に、所定サイズのコピー映像を第２領
域１０２０に表示することができる。そのとき、ユーザがタッチした地点に表示されたサ
ンプルボリューム１０００が、第２領域１０２０の中心に位置することができる。
【０１６３】
　図１０Ｂに図示されているように、ユーザが、サンプルボリューム１０００をタッチし
たままドラッグする場合、ドラッグ入力によって、タッチ入力が感知される地点が続けて
変わるので、超音波装置１００は、タッチ入力が感知される地点を中心に、コピー映像を
リアルタイムで変更し、第２領域１０２０に表示することができる。すなわち、サンプル
ボリューム１０００を中心に、所定サイズのコピー映像がリアルタイムで変更され、第２
領域１０２０に表示される。
【０１６４】
　そのとき、ユーザは、第１領域１０１０において、指によって隠れるサンプルボリュー
ム１０００の正確な位置を、第２領域１０２０に表示されたコピー映像を介して確認する
ことができる。
【０１６５】
　ユーザが所望する位置に、サンプルボリューム１０００を移動させた後、タッチスクリ
ーンから指を離す場合、超音波装置１００は、第２領域１０２０に、それ以上コピー映像
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を表示しない。そして、超音波装置１００は、サンプルボリューム１０００が位置した血
管に係わるドップラー映像を提供することができる。
【０１６６】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、タッチ道具（例えば、指または電子ペ
ン）によって隠れるサンプルボリュームの位置を、コピー映像を介してユーザをして確認
させることにより、ドップラー映像で観測する血管をユーザをして正確に選択させること
ができる。
【０１６７】
　図１１Ａ及び図１１Ｂは、本発明の一実施形態による超音波装置が、ドップラー映像に
係わるコピー映像、及び複数の活性化された客体を提供する画面を示す図面である。
【０１６８】
　図１１Ａに図示されているように、ユーザがサンプルボリュームの位置を調節した後、
第３領域１１３０に表示された操作パネルでCaliperボタンを選択し、Velocityボタンを
選択する場合、超音波装置１００は、第１領域１１１０に表示されたドップラー映像上に
速度を測定することができる基準線及び基準点を表示することができる。そのとき、超音
波装置１００は、画面に表示される基準線及び基準点（例えば、１１００、１１０１、１
１０２、１１０３）がユーザのタッチ入力によって移動されるように、基準線及び基準点
（例えば、１１００、１１０１、１１０２、１１０３）をいずれも活性化させる。
【０１６９】
　従って、本発明の一実施形態によれば、ユーザは、基準点１１００をタッチしたまま移
動させ、血流の最大速度（ｃｍ／ｓ）を測定するための測定位置を選択することができる
。
【０１７０】
　ユーザが基準点１１００をタッチする場合、指によって、基準点１１００及び基準点１
１００の周辺のドップラー映像が隠れる。従って、超音波装置１００は、ユーザがタッチ
した地点を中心に、所定サイズのコピー映像を、第２領域１１２０に表示することができ
る。そのとき、ユーザがタッチした地点に表示された基準点１１００が、第２領域１１２
０の中心に位置することができる。
【０１７１】
　一方、ユーザが基準点１１００をタッチしたままドラッグする場合、ドラッグ入力によ
って、タッチ入力が感知される地点が続けて変わるので、超音波装置１００は、タッチ入
力が感知される地点を中心に、コピー映像をリアルタイムで変更し、第２領域１１２０に
表示することができる。すなわち、基準点１１００を中心に、所定サイズのコピー映像が
リアルタイムで変更され、第２領域１１２０に表示される。
【０１７２】
　そのとき、ユーザは、第１領域１１１０において、指によって隠れる基準点１１００及
び基準点１１００の周辺映像を、第２領域１１２０に表示されたコピー映像を介して確認
することができる。
【０１７３】
　図１１Ｂに図示されているように、ユーザが所望する位置に基準点１１００を移動させ
た後、タッチスクリーンから指を離す場合、超音波装置１００は、第２領域１１２０にそ
れ以上コピー映像を表示しない。そして、超音波装置１００は、基準点１１００が位置し
た部分の最大速度（ｃｍ／ｓ）を提供することができる。
【０１７４】
　一方、画面に表示される基準線及び基準点（例えば、１１００、１１０１、１１０２、
１１０３）は、いずれも活性化されているので、ユーザは、他の基準点（例えば、１１０
１、１１０２、１１０３）をタッチ・アンド・ドラッグし、他の基準点（例えば、１１０
１、１１０２、１１０３）の位置を自由に変更させることもできる。
【０１７５】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、タッチ道具（例えば、指または電子ペ
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ン）によって隠れる基準点の位置を、コピー映像を介してユーザをして正確に確認させる
ことにより、ドップラー映像において速度測定位置をユーザをして正確に選択させること
ができる。
【０１７６】
　図１２Ａ及び図１２Ｂは、本発明の一実施形態による超音波装置が、Ｍモード映像に係
わるコピー映像、及び複数の活性化された客体を提供する画面を示す図面である。
【０１７７】
　Ｍモード映像は、１つの固定されたスキャンラインについて、反復的に得た超音波エコ
ー信号を利用して、臓器の動きを輝度で表現した映像である。Ｍモード映像は、主に心臓
弁膜など、迅速に動く臓器の動きを観察するのに有用である。臓器の動きがなければ、Ｍ
モード映像は、水平に並んだ平行線状になるが、臓器の動きによって波状模様が生ずる。
【０１７８】
　図１２Ａに図示されているように、ユーザがＢモード映像で基準線の位置を調節した後
、第３領域１２３０に表示された操作パネルでCaliperボタンを選択し、Slopeボタンを選
択する場合、超音波装置１００は、第１領域１２１０に表示されたＭモード映像上に、傾
きを測定することができる客体を表示することができる。
【０１７９】
　ユーザは、Ｍモード映像において、第１地点（１）をタッチしたまま、第２地点（２）
までドラッグすることにより、傾きを測定するための測定位置を選択することができる。
そのとき、超音波装置１００は、第１地点（１）に表示される第１客体１２０１、及び第
２地点（２）に表示される第２客体１２０２をいずれも活性化させる。従って、ユーザは
、第１地点１２０１及び第２地点１２０２の位置をタッチ・アンド・ドラッグで自由に変
更し、傾きを測定するための測定位置を細密に調節することができる。また、本発明の一
実施形態によれば、Ｍモード映像上で動くことができる客体である第３基準点１２０３、
第４基準点１２０４、第５基準点１２０５、第６基準点１２０６もいずれも活性化されて
いる。
【０１８０】
　一方、ユーザが、指で第１地点（１）から第２地点（２）までドラッグする場合、タッ
チ入力が感知される位置が続けて変わるので、超音波装置１００は、タッチ入力が感知さ
れる位置を中心に、コピー映像をリアルタイムで変更し、第２領域１２２０に表示するこ
とができる。従って、ユーザは、第１領域１２１０において、指によって隠れる第２基準
点１２０２の正確な位置を、第２領域１２２０に表示されたコピー映像を介して確認する
ことができる。
【０１８１】
　図１２Ｂに図示されているように、ユーザが所望する位置に第２基準点１２０２を移動
させた後、タッチスクリーンから指を離す場合、超音波装置１００は、第２領域１２２０
に、それ以上コピー映像を表示しない。
【０１８２】
　一方、画面に表示される基準点（例えば、１２０１、１２０２、１２０３、１２０４、
１２０５、１２０６）は、いずれも活性化されているので、ユーザは、他の基準点（例え
ば、１２０３、１２０４、１２０５、１２０６）をタッチ・アンド・ドラッグし、他の基
準点（例えば、１２０３、１２０４、１２０５、１２０６）の位置を自由に変更させるこ
ともできる。
【０１８３】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、タッチ道具（例えば、指または電子ペ
ン）によって隠れる基準点の位置を、コピー映像を介して、ユーザをして正確に確認させ
ることにより、Ｍモード映像において、勾配測定位置をユーザをして正確に選択させるこ
とができる。
【０１８４】
　図１３Ａ、図１３Ｂ及び図１３Ｃは、本発明の一実施形態による超音波装置が、ボディ
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ーマーカー生成に係わるコピー映像を提供する画面を示す図面である。
【０１８５】
　図１３Ａに図示されているように、ユーザが第３領域１３３０に表示された操作パネル
において、Body Markerボタンを選択する場合、超音波装置１００は、ユーザの選択を感
知し、対象体を示す対象体形状のリストを画面に表示することができる。例えば、対象体
形状のリストは、腕の形状、足の形状、子宮形状、心臓形状などを含んでもよい。
【０１８６】
　ユーザが、対象体形状のリストから１つの対象体形状（例えば、腕の形状）を選択する
場合、超音波装置１００は、選択された対象体形状（例えば、腕の形状）、及びプローブ
の位置を示すプローブ形状１３０１を含むボディーマーカー１３００を、超音波映像上に
表示することができる。その場合、ユーザは、ボディーマーカー１３００に含まれたプロ
ーブの位置を示すプローブ形状１３０１をタッチしたまま移動させる。
【０１８７】
　ユーザがボディーマーカー１３００を指でタッチする場合、指によって、ボディーマー
カー１３００、及びプローブの位置を示すプローブ形状１３０１が隠れる。従って、超音
波装置１００は、ユーザがタッチした地点を中心に、所定サイズのコピー映像を、第２領
域１３２０に表示することができる。そのとき、ユーザがタッチした地点に表示されたボ
ディーマーカー１３００が、第２領域１３２０の中心に位置することができる。特に、本
発明の一実施形態によれば、ボディーマーカーに含まれた対象体形状が、第２領域１３２
０の中心に位置することができる。
【０１８８】
　図１３Ｂに図示されているように、ユーザがボディーマーカー１３００に含まれたプロ
ーブの位置を示すプローブ形状１３０１をタッチしたまま左側下端側に移動させる場合、
超音波装置１００は、コピー映像でも、リアルタイムでプローブの位置を示すプローブ形
状１３０１の位置を変更して表示することができる。そのとき、本発明の一実施形態によ
れば、対象体形状（例えば、腕の形状）は、第２領域１３２０の中心部に続けて位置し、
プローブの位置を示すプローブ形状１３０１の位置だけが変わる。
【０１８９】
　従って、本発明の一実施形態によれば、ユーザは、第１領域１３１０において、指によ
って隠れるプローブ形状１３０１の正確な位置を、第２領域１３２０に表示されたコピー
映像を介して確認することができる。
【０１９０】
　図１３Ｃに図示されているように、ユーザがボディーマーカー１３００から指を離す場
合、超音波装置１００は、第２領域１３２０に、ボディーマーカー１３００に係わるコピ
ー映像をそれ以上表示しない。
【０１９１】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、タッチ道具（例えば、指または電子ペ
ン）によって隠れるプローブの位置を示すプローブ形状１３０１を、コピー映像を介して
、正確に確認させることにより、ユーザをして、超音波映像が、獲得された対象体の位置
を正確に示すボディーマーカー１３００を生成させる。
【０１９２】
　図１４は、本発明の一実施形態による超音波装置が、識別表示に係わるコピー映像を提
供する画面を示す図面である。
【０１９３】
　図１４に図示されているように、ユーザが、第３領域１４３０に表示された操作パネル
で、Arrowボタンを選択する場合、超音波装置１００は、ユーザの選択を感知し、超音波
映像上に、矢印１４００を表示することができる。その場合、ユーザは、矢印をタッチし
たまま移動させ、識別が必要な部分（例えば、腫瘍可能領域、胎児の指など）に位置させ
る。
【０１９４】
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　しかし、ユーザが矢印１４００をタッチする場合、指によって、矢印１４００、及び矢
印１４００周辺の超音波映像が隠れる。従って、超音波装置１００は、ユーザがタッチし
た地点を中心に、所定サイズのコピー映像を、第２領域１４２０に表示することができる
。そのとき、ユーザがタッチした地点に表示された矢印１４００が、第２領域１４２０の
中心に位置することができる。
【０１９５】
　ユーザが矢印１４００をタッチしたままドラッグする場合、ドラッグ入力によって、タ
ッチ入力が感知される地点が続けて変わるので、超音波装置１００は、タッチ入力が感知
される地点を中心に、コピー映像をリアルタイムで変更し、第２領域１４２０に表示する
ことができる。そのとき、ユーザは、第１領域１４１０において、指によって隠れる矢印
１４００の正確な位置を、第２領域１４２０に表示されたコピー映像を介して確認するこ
とができる。
【０１９６】
　一方、ユーザが所望する位置に矢印１４００を移動させた後、タッチスクリーンから指
を離す場合、超音波装置１００は、第２領域１４２０に、それ以上コピー映像を表示しな
い。
【０１９７】
　図１４では、矢印について、識別表示（indicator）の一例として説明したが、本発明
の具現例により、多種の識別表示（例えば、指の形状様、星状など）が使用される。
【０１９８】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、タッチ道具（例えば、指または電子ペ
ン）によって隠れる識別表示の位置を、コピー映像を介して、ユーザをして正確に確認さ
せることができる。
【０１９９】
　図１５は、本発明の一実施形態による超音波装置が注釈（annotation）に係わるコピー
映像、及び複数の活性化された客体を提供する画面を示す図面である。
【０２００】
　図１５に図示されているように、ユーザが、第３領域１５３０に表示された操作パネル
において、Annotationボタンを選択する場合、超音波装置１００は、ユーザの選択を感知
し、超音波映像上に、第１注釈１５０１を入力することができる窓を表示することができ
る。その場合、ユーザは、第１注釈１５０１を入力し、入力された注釈１５０１をタッチ
したまま移動させ、識別が必要な部分（例えば、腫瘍可能領域など）に位置させる。
【０２０１】
　しかし、ユーザが第１注釈１５０１をタッチする場合、指によって、第１注釈１５０１
、及び第１注釈１５０１周辺の超音波映像が隠れる。従って、超音波装置１００は、ユー
ザがタッチした地点を中心、に所定サイズのコピー映像を、第２領域１５２０に表示する
ことができる。そのとき、ユーザがタッチした地点に表示された第１注釈１５０１が、第
２領域１５２０の中心に位置することができる。
【０２０２】
　ユーザが第１注釈１５０１をタッチしたままドラッグする場合、ドラッグ入力によって
、タッチ入力が感知される地点が続けて変わるので、超音波装置１００は、タッチ入力が
感知される地点を中心に、コピー映像をリアルタイムで変更し、第２領域１５２０に表示
することができる。そのとき、ユーザは、第１領域１５１０において、指によって隠れる
第１注釈１５０１の正確な位置を、第２領域１５２０に表示されたコピー映像を介して、
確認することができる。
【０２０３】
　一方、ユーザが所望する位置に第１注釈１５０１を移動させた後、タッチスクリーンか
ら指を離す場合、超音波装置１００は、第２領域１５２０に、それ以上コピー映像を表示
しない。
【０２０４】
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　一方、超音波装置１００は、画面に表示される注釈（例えば、１５０１、１５０２、１
５０３）をいずれも活性化させる。従って、ユーザは、他の注釈（例えば、１５０２、１
５０３）をタッチ・アンド・ドラッグし、他の注釈（例えば、１５０２、１５０３）の位
置を自由に変更させることもできる。
【０２０５】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、タッチ道具（例えば、指または電子ペ
ン）によって隠れる注釈の位置を、コピー映像を介してユーザをして正確に確認させるこ
とができる。
【０２０６】
　図１６は、本発明の一実施形態による超音波装置が、超音波映像の非関心領域（non-in
terest area）にコピー映像を表示する画面を示す図面である。
【０２０７】
　コピー映像が表示される第２領域１６２０は、超音波映像１６１１が表示される第１領
域１６１０において、ユーザによって選択された関心領域１６１２を除いた残りの領域を
含んでもよい。
【０２０８】
　すなわち、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、超音波映像が表示される第
１領域１６１０内において、または第１領域１６１０と重畳してコピー映像を表示するこ
ともできる。例えば、超音波装置１００は、タッチスクリーンに表示された超音波映像に
おいて、関心領域１６１２を除いた非関心領域を抽出し、非関心領域にコピー映像を表示
することができる。
【０２０９】
　非関心領域は、ユーザが選択した関心領域を除いた残りの領域でもある。例えば、非関
心領域は、胎児を観測するモードでは、胎児が表示される所定領域を除いた残りの領域で
もある。
【０２１０】
　本発明の一実施形態によれば、ユーザがタッチ道具（例えば、指または電子ペン）をタ
ッチスクリーンから離す場合、超音波装置１００は、非関心領域に表示されたコピー映像
をそれ以上表示しない。
【０２１１】
　図１７Ａ及び図１７Ｂは、本発明の一実施形態による客体に対するタッチ認識範囲につ
いて説明するための図面である。
【０２１２】
　図１７Ａに図示されているように、本発明の一実施形態による超音波装置１００は、ユ
ーザが第１客体１７１１を正確にタッチしないとしても、ユーザが、第１客体１７１１周
辺の第１領域１７１０をタッチする場合、第１客体１７１１をタッチしたと認識すること
ができる。すなわち、ユーザが客体を正確にタッチし難く、ユーザが客体を正確にタッチ
する場合、客体の全体イメージが指などによって隠れるので、超音波装置１００は、客体
に対するタッチ認識範囲を拡張することができるのである。
【０２１３】
　図１７Ｂに図示されているように、ユーザが第１客体１７１１を正確にタッチせず、第
１客体１７１１周辺の第１領域１７１０をタッチした状態で、左側方向にドラッグする場
合、超音波装置１００は、第１客体１７１１に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力が受
信されたと判断し、第１客体１７１１を左側方向に移動させて表示することができる。
図１８Ａ、図１８Ｂ、図１９Ａ及び図１９Ｂは、本発明の一実施形態による複数の客体間
のタッチ認識範囲が重畳する場合について説明するための図面である。
【０２１４】
　図１８Ａに図示されているように、ユーザは、測定線の長さを縮めるために、第１客体
１８１１を第２客体１８２２が表示された方向にドラッグすることができる。そのとき、
図１８Ｂに図示されているように、第１客体１８１１と第２客体１８２２とが所定距離未
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満に近くなる場合、第１客体１８１１のタッチ認識範囲１８１０と、第２客体１８２２の
タッチ認識範囲１８２０とが重畳する。
【０２１５】
　図１９Ａに図示されているように、ユーザが第１客体１９１１のタッチ認識範囲１９１
０と、第２客体１９２２のタッチ認識範囲１９２０とが重畳する領域１９００をタッチ・
アンド・ドラッグする場合、超音波装置１００は、優先順位情報に基づいて、第１客体１
９１１及び第２客体１９２２のうち一つを移動させる。
【０２１６】
　例えば、図１９Ｂに図示されているように、最後に移動された客体に優先権がある場合
、超音波装置１００は、第１客体１９１１の移動時点、及び第２客体１９２２の移動時点
を比較することができる。そして、第１客体１９１１の移動時点が、第２客体１９２２の
移動時点より遅れる場合、超音波装置１００は、重畳領域１９００に対するユーザのタッ
チ・アンド・ドラッグ入力によって、第１客体１９１１を移動させる。
【０２１７】
　図２０は、本発明の一実施形態による超音波装置の構成について説明するためのブロッ
ク構成図である。
【０２１８】
　本発明の一実施形態による超音波装置１００は、ディスプレイ部１１０、ユーザ入力部
１２０、制御部１３０を含んでもよい。しかし、図示された構成要素がいずれも必須構成
要素であるものではない。図示された構成要素より多くの構成要素によって、超音波装置
１００が具現され、それより少ない構成要素によっても、超音波装置１００が具現される
。
【０２１９】
　以下、前記構成要素について順に説明する。
【０２２０】
　ディスプレイ部１１０は、前述のように、タッチパッドとレイヤ構造をなし、タッチス
クリーンを構成することができる。すなわち、本発明の一実施形態によるディスプレイ部
１１０は、出力装置以外に、入力装置としても使用される。
【０２２１】
　本発明の一実施形態によるディスプレイ部１１０は、タッチスクリーンの第１領域に、
超音波映像を表示することができる。また、ディスプレイ部１１０は、コピー映像を、超
音波映像が表示される第１領域と異なる第２領域に表示することができる。そのとき、本
発明の一実施形態によるディスプレイ部１１０は、タッチ入力が感知された地点に表示さ
れた客体が、第２領域の中心に位置するように、コピー映像を表示することができる。
【０２２２】
　一方、ディスプレイ部１１０は、ドラッグ入力によって変更される部分映像に係わるコ
ピー映像を、第２領域に表示することができる。すなわち、ユーザのドラッグ入力によっ
て、第２領域に表示されるコピー映像がリアルタイムで変更される。そのとき、ディスプ
レイ部１１０は、ユーザがドラッグする所定客体を、第１領域内で移動させて表示するこ
とができる。
【０２２３】
　ディスプレイ部１１０は、超音波映像に係わるパラメータ値を調節するための操作パネ
ルを、所定モードによって変更し、タッチスクリーンの第３領域に表示することができる
。
【０２２４】
　ディスプレイ部１１０は、複数のコピー映像を表示することもできる。例えば、ディス
プレイ部１１０は、多重タッチ入力が感知された場合、少なくとも２以上の地点それぞれ
に対応する複数の部分映像に係わる複数のコピー映像を、第２領域に表示することもでき
る。
【０２２５】
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　ディスプレイ部１１０は、部分映像を所定比率に拡大または縮小したコピー映像を、第
２領域に表示することができる。
【０２２６】
　ディスプレイ部１１０は、活性化された複数の客体を、超音波映像と共に表示すること
もできる。そのとき、ディスプレイ部１１０は、複数の客体と超音波映像とを、一部重畳
されるように表示することもでき、超音波映像上に複数の客体を表示することもでき、超
音波映像が表示される領域と異なる領域に、複数の客体を表示することもできる。
【０２２７】
　本発明の一実施形態によるディスプレイ部１１０は、ユーザのタッチ・アンド・ドラッ
グ入力によって活性化された複数の客体のうち少なくとも１つの客体を移動させ、表示す
ることができる。
【０２２８】
　一方、ディスプレイ部１１０は、第１領域に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力によ
って、第１客体を移動させて表示し、第２領域に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力に
よって、第２客体を移動させて表示することができる。そのとき、第１領域は、第１客体
がタッチされたと認識される領域であり、第２領域は、第２客体がタッチされたと認識さ
れる領域でもある。すなわち、本発明の一実施形態によれば、ユーザは、客体を正確にタ
ッチしないとしても、客体周辺をタッチすることにより、客体の位置を変更させることが
できる。
【０２２９】
　ディスプレイ部１１０は、多重タッチ入力によって、第１客体及び第２客体をそれぞれ
移動させて表示することもできる。
【０２３０】
　ユーザ入力部１２０は、ユーザが超音波装置１００を制御するためのデータを入力する
手段を意味する。例えば、ユーザ入力部１２０には、キーパッド、ドームスィッチ（dome
 switch）、タッチパッド（接触式静電容量方式、圧力式抵抗膜方式、赤外線感知方式、
表面超音波伝導方式、積分式張力測定方式、ピエゾ効果方式など）、ジョグホイール、ジ
ョグスイッチなどがあるが、それらに限定されるものではない。特に、前述のように、タ
ッチパッドが、ディスプレイパネルとレイヤ構造をなす場合、それをタッチスクリーンと
呼ぶことができる。本発明の一実施形態によるユーザ入力部１２０は、直接タッチだけで
はなく、近接タッチも検出することができる。
【０２３１】
　ユーザ入力部１２０は、超音波映像に対するタッチ入力（例えば、タッチ＆ホールド、
タップ、ダブルタップ、フリック、タッチ・アンド・ドラッグなど）を感知することがで
きる。また、ユーザ入力部１２０は、タッチ入力が感知された地点からのドラッグ入力を
感知することもできる。一方、ユーザ入力部１２０は、超音波映像に含まれた少なくとも
２以上の地点に対する多重タッチ入力（例えば、ピンチ）を感知することもできる。
【０２３２】
　ユーザ入力部１２０は、複数の客体のうち第１客体が表示された地点を基準に、所定半
径内の第１領域に対するタッチ・アンド・ドラッグ入力を受信し、複数の客体のうち第２
客体が表示された地点を基準に、所定半径内の第２領域に対するタッチ・アンド・ドラッ
グ入力を受信することができる。所定半径のサイズは、ユーザまたは超音波装置１００に
よって設定され、変更可能である。
【０２３３】
　一方、ユーザ入力部１２０は、第１領域と第２領域との重畳部分に対するタッチ・アン
ド・ドラッグ入力を受信することもできる。
【０２３４】
　制御部１３０は、一般的に、超音波装置１００の全般的な動作を制御する。すなわち、
制御部１３０は、ディスプレイ部１１０及びユーザ入力部１２０を全般的に制御すること
ができる。



(28) JP 2016-516465 A 2016.6.9

10

20

30

40

50

【０２３５】
　例えば、制御部１３０は、超音波映像から、タッチ入力に対応する部分映像を抽出し、
部分映像に係わるコピー映像を、第１領域と異なる第２領域に表示するように、ディスプ
レイ部１１０を制御することができる。
【０２３６】
　また、制御部１３０は、タッチスクリーンにおいて、タッチ入力が感知された位置に係
わる情報を獲得し、タッチ入力が感知された位置を基準に、既設定サイズの部分映像を超
音波映像から抽出することができる。そして、制御部１３０は、超音波映像が表示される
第１領域、及び操作パネルがＧＵＩ形態に表示される第３領域と異なる第２領域を選択す
ることができる。
【０２３７】
　制御部１３０は、タッチ入力がそれ以上感知されない場合、コピー映像を第２領域から
除去することができる。すなわち、ユーザが超音波映像の特定地点を指でタッチしていて
指を離す場合、第２領域で表示されたコピー映像が消える。
【０２３８】
　制御部１３０は、所定モードで移動可能な複数の客体を抽出し、抽出された複数の客体
それぞれが、ユーザのタッチ入力によって移動されるように、複数の客体を活性化させる
ことができる。
【０２３９】
　制御部１３０は、第１領域と第２領域との重畳部分に対するタッチ・アンド・ドラッグ
入力が受信される場合、優先順位情報に基づいて、第１客体及び第２客体のうち一つを移
動させて表示するように、ディスプレイ部１１０を制御することができる。例えば、制御
部１３０は、第１客体の移動時点情報、及び第２客体の移動時点情報を比較し、比較した
結果に基づいて、第１客体及び第２客体のうち一つを移動させて表示するように、ディス
プレイ部１１０を制御することができる。
【０２４０】
　図２１は、本発明の他の実施形態による超音波装置の構成について説明するためのブロ
ック構成図である。
【０２４１】
　図２１に図示されているように、本発明の他の実施形態による超音波装置１００は、デ
ィスプレイ部１１０、ユーザ入力部１２０、制御部１３０以外に、超音波映像獲得部１４
０、映像処理部１５０、メモリ１６０、通信部１７０をさらに含んでもよい。
【０２４２】
　超音波映像獲得部１４０は、対象体に係わる超音波映像データを獲得することができる
。本発明の一実施形態による超音波映像データは、対象体に係わる二次元超音波映像デー
タでもあり、三次元超音波映像データでもある。
【０２４３】
　本発明の一実施形態によれば、超音波映像獲得部１４０は、超音波信号を送受信するた
めのプローブ（図示せず）、及び超音波信号の送信集束及び受信集束を行うためのビーム
フォーマ（図示せず）を含んでもよい。本発明の一実施形態によるプローブは、１Ｄ（di
mension）プローブ、１．５Ｄプローブ、２Ｄ（matrix）プローブ及び３Ｄプローブのう
ち少なくとも一つを含んでもよい。
【０２４４】
　映像処理部１５０は、タッチ入力に対応する部分映像をキャプチャし、コピー映像を生
成することができる。映像処理部１５０は、所定時間以上タッチ入力が感知される場合、
部分映像をキャプチャし、コピー映像として生成することができる。例えば、映像処理部
１５０は、２秒以上タッチ入力が感知される場合、コピー映像を生成することができる。
一方、映像処理部１５０は、所定周期で部分映像をキャプチャすることもでき、タッチ入
力位置の変化が生じる場合、部分映像をキャプチャすることもできる。映像処理部１５０
においてコピー映像を生成する方法は、映像処理技術分野の当業者に自明であるので、具
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体的な説明は省略する。
【０２４５】
　メモリ１６０は、制御部１３０の処理及び制御のためのプログラムを保存することもで
き、入出力されるデータ（例えば、既設定の利得値、超音波映像、被検者情報、プローブ
情報、ボディーマーカーなど）を保存することもできる。
【０２４６】
　メモリ１６０は、フラッシュメモリタイプ（flash memory type）、ハードディスクタ
イプ（hard disk type）、マルチメディアカード・マイクロタイプ（multimedia card mi
cro type）、カードタイプのメモリ（例えば、ＳＤメモリまたはＸＤメモリなど）、ＲＡ
Ｍ（random access memory）、ＳＲＡＭ（static random access memory）、ＲＯＭ（rea
d only memory）、ＥＥＰＲＯＭ（electrically erasable and programmable read only 
memory）、ＰＲＯＭ（programmable read only memory）、磁気メモリ、磁気ディスク、
光ディスクのうち少なくとも１つのタイプの記録媒体を含んでもよい。また、超音波装置
１００は、インターネット（internet）上で、メモリ１６０の保存機能を遂行するウェブ
ストレージ（web storage）またはクラウドサーバを運用することもできる。
【０２４７】
　通信部１７０は、超音波装置１００と外部装置との通信を可能にする１以上の構成要素
を含んでもよい。例えば、通信部１７０は、近距離通信モジュール、移動通信モジュール
、無線インターネットモジュール、有線インターネットモジュールなどを含んでもよい。
【０２４８】
　近距離通信モジュールは、近距離通信のためのモジュールをいう。近距離通信技術とし
て、無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ（wireless fidelity））、ブルートゥース（Bluetooth（登
録商標））、ＢＬＥ、ＵＷＢ（ultra wideband）、ジグビー（ZigBee）、ＮＦＣ（near f
ield communication）、ＷＦＤ（Ｗｉ－Ｆｉ direct）、赤外線通信（ＩｒＤＡ：infrare
d Data Association）などが利用される。
【０２４９】
　移動通信モジュールは、移動通信網上で、基地局、外部の端末、サーバのうち少なくと
も一つと無線信号を送受信する。無線インターネットモジュールは、無線インターネット
接続のためのモジュールをいうものであり、無線インターネットモジュールは、超音波装
置１００に内蔵されたり外装されたりする。有線インターネットモジュールは、有線イン
ターネット接続のためのモジュールをいう。
【０２５０】
　本発明の一実施形態によれば、通信部１７０は、外部装置に超音波映像などを伝送する
ことができる。本発明の一実施形態による外部装置には、携帯電話、スマートフォン（sm
art phone）、ノート型パソコン（laptop computer）、テブレットＰＣ（personal compu
ter）、電子書籍端末機、デジタル放送用端末機、ＰＤＡ（personal digital assistants
）、ＰＭＰ（portable multimedia player）、デジタルカメラなどがあるが、それらに限
定されるものではない。
【０２５１】
　本発明の一実施形態による方法は、多様なコンピュータ手段を介して遂行されるプログ
ラム命令形態で具現され、コンピュータ可読媒体に記録される。前記コンピュータ可読媒
体は、プログラム命令、データファイル、データ構造などを、単独でまたは組み合わせて
含んでもよい。前記媒体に記録されるプログラム命令は、本発明のために特別に設計され
て構成されたものや、コンピュータソフトウェア当業者に公知されて使用可能なものでも
ある。コンピュータ可読記録媒体の例としては、ハードディスク、フロッピィーディスク
及び磁気のテープのような磁気媒体（magnetic media）；ＣＤ（compact disc）－ＲＯＭ
、ＤＶＤ（digital versatile disc）のような光記録媒体（optical media）；フロプテ
ィカルディスク（floptical disk）のような磁気・光媒体（magneto-optical media）；
及びＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモリのようなプログラム命令を保存して遂行するよう
に特別に構成されたハードウェア装置；が含まれる。プログラム命令の例としては、コン
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パイラによって作られるような機械語コードだけではなく、インタ－プリタなどを使用し
て、コンピュータによって実行される高級言語コードを含む。
【０２５２】
　以上、本発明の実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲は、それらに限
定されるものではなく、特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業
者のさまざまな変形及び改良形態も本発明の権利範囲に属するものである。
【符号の説明】
【０２５３】
　　１　本体
　　１０　超音波装置
　　１１　本体
　　１２　プローブ
　　１３　ディスプレイ部
　　１４　コントロールパネル
　　１５　トラックボール
　　１００　超音波装置
　　１１０　ディスプレイ部
　　１２０　ユーザ入力部
　　１２１　患者ボタン
　　１２２　プローブボタン
　　１２３　スキャンボタン
　　１２４　保存ボタン
　　１２５　超音波映像選択ボタン
　　１３０　制御部
　　１４０　超音波映像獲得部
　　１５０　映像処理部
　　１６０　メモリ
　　１７０　通信部
　　２１０　第１客体
　　２２０　第２客体
　　２３０　第３客体
　　２４０　第４客体
　　５００　客体
　　５１０　第１領域
　　５１１　超音波映像
　　５１２　部分映像
　　５２０　第２領域
　　５３０　第３領域
　　６００　基準点
　　６１０　第１領域
　　６２０　第２領域
　　６３０　第３領域
　　８１０　第１基準点
　　８２０　第２基準点
　　８３０　第３基準点
　　８４０　第４基準点
　　８５０　客体
　　８６０　客体
　　９１０　第１基準点
　　９２０　第２基準点
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　　９３０　第３基準点
　　９４０　第４基準点
　　１０００　サンプルボリューム
　　１０１０　第１領域
　　１０２０　第２領域
　　１０３０　第３領域
　　１１００　基準点
　　１１１０　第１領域
　　１１２０　第２領域
　　１１３０　第３領域
　　１２０１　第１客体
　　１２０２　第２客体
　　１２０３　第３基準点
　　１２０４　第４基準点
　　１２０５　第５基準点
　　１２０６　第６基準点
　　１２１０　第１領域
　　１２２０　第２領域
　　１２３０　第３領域
　　１３００　ボディーマーカー
　　１３０１　プローブ形状
　　１３１０　第１領域
　　１３２０　第２領域
　　１３３０　第３領域
　　１４００　矢印
　　１４１０　第１領域
　　１４２０　第２領域
　　１４３０　第３領域
　　１５０１　第１注釈
　　１５１０　第１領域
　　１５２０　第２領域
　　１５３０　第３領域
　　１６１０　第１領域
　　１６１１　超音波映像
　　１６１２　関心領域
　　１６２０　第２領域
　　１７１０　第１領域
　　１８１０　タッチ認識範囲
　　１８１１　第１客体
　　１８２０　タッチ認識範囲
　　１８２２　第２客体
　　１９００　領域
　　１９００　重畳領域
　　１９１０　タッチ認識範囲
　　１９１１　第１客体
　　１９２０　タッチ認識範囲
　　１９２２　第２客体
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【図２０】

【図２１】

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月11日(2015.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチスクリーン上に表示された超音波映像の関心領域を表示するための表示方法にお
いて、
　前記超音波映像に、第１移動可能客体１３０１、１７１１に対して拡張されたタッチ認
識範囲を定義した第１領域１３００、１７１０を備える前記第１移動可能客体１３０１、
１７１１を提供する段階と、
　前記タッチスクリーンが、前記第１移動可能客体の外部の前記第１領域１３００、１７
１０の拡張されたタッチ認識範囲でタッチされる時、前記第１移動可能客体１３０１、１
７１１がタッチされたものと認識することによって、タッチ・アンド・ドラッグ入力を受
信する段階と、
　前記超音波映像に対して前記受信されたタッチ・アンド・ドラッグ入力に対応して、前
記第１移動可能客体１３０１、１７１１を移動させる段階と、
　前記第１移動可能客体１３０１、１７１１を取り囲む前記第１領域１３００、１７１０
の境界によって、前記第１移動可能客体１３０１、１７１１に対して前記拡張されたタッ
チ認識範囲を定義する段階と、を含み、
　前記タッチ・アンド・ドラッグ入力を受信する段階は、前記第１領域１３００、１７１
０の境界内でタッチポイントの入力を受信する段階を含むことを特徴とする表示方法。
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【請求項２】
　前記拡張されたタッチ認識範囲は、前記拡張されたタッチ認識範囲内で前記タッチ・ア
ンド・ドラッグ入力を受信する時、前記第１移動可能客体１３０１、１７１１の障害のな
い視野（ｕｎｏｂｓｔｒｕｃｔｅｄ　ｖｉｅｗｉｎｇ）を許容するのに十分な面積を有す
ることを特徴とする請求項１に記載の表示方法。
【請求項３】
　前記第１移動可能客体１７１１の映像がユーザの指により遮られる場合、前記第１移動
可能客体１７１１についてのユーザの入力に基づいて、前記第１領域１７１０により定義
された前記タッチ認識範囲を拡大する段階をさらに含むことを特徴とする請求項１または
２に記載の表示方法。
【請求項４】
　前記超音波映像に第２移動可能客体１７２１を提供する段階をさらに含み、
　前記超音波映像に対して前記受信されたタッチ・アンド・ドラッグ入力に対応して、前
記第１移動可能客体１３０１、１７１１を移動させる段階は、前記第２移動可能客体１７
２１と関連していることを特徴とする請求項１，２または３に記載の表示方法。
【請求項５】
　複数の移動可能客体を表示する段階と、
　移動のために前記複数の移動可能客体のうち二つ以上を活性化する段階と、をさらに含
み、
　前記活性化は、前記受信されたタッチ・アンド・ドラッグ入力によって、前記複数の移
動可能客体それぞれの移動を可能にすることを特徴とする請求項１ないし４のうちいずれ
か一項に記載の表示方法。
【請求項６】
　前記活性化された客体のうち、前記第１移動可能客体と前記第２移動可能客体について
の多重タッチ入力を受信する段階と、
　前記多重タッチ入力によって、前記第１及び第２移動可能客体それぞれを移動させる段
階と、をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の表示方法。
【請求項７】
　前記第１移動可能客体の前記第１領域と、前記第２移動可能客体の第２領域とが互いに
重畳する領域についてのタッチ・アンド・ドラッグ入力を受信する段階と、
　優先順位情報に基づいて、前記第１移動可能客体及び前記第２移動可能客体のうち少な
くとも一つを移動させて表示する段階と、をさらに含むことを特徴とする請求項５または
６に記載の表示方法。
【請求項８】
　前記第１移動可能客体及び前記第２移動可能客体のうち少なくとも一つを移動させて表
示する段階は、
　前記第１移動可能客体の移動時間情報と、前記第２移動可能客体の移動時間情報とを比
較する段階と、
　前記比較の結果によって、前記第１移動可能客体及び前記第２移動可能客体のうち一つ
を移動させて表示する段階と、を含み、
　前記第１移動可能客体及び前記第２移動可能客体のうち一つを移動させて表示する段階
は、前記第１移動可能客体及び前記第２移動可能客体のうち最後に移動した客体を移動さ
せて表示する段階を含むことを特徴とする請求項７に記載の表示方法。
【請求項９】
　前記超音波映像に、前記第１領域１３００、１７１０を備える前記第１移動可能客体１
３０１、１７１１を提供する段階は、前記第１移動可能客体１３０１、１７１１を取り囲
む前記第１領域を提供する段階を含むことを特徴とする請求項１ないし８のうちいずれか
一項に記載の表示方法。
【請求項１０】
　測定入力を通じて、ユーザから測定命令を受信する段階と、
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　前記超音波映像に一つの形状を表示する段階と、
　タッチ・アンド・ドラッグ入力を受信し、前記受信されたタッチ・アンド・ドラッグ入
力に対応して、前記超音波映像に表示された前記形状の面積を設定する段階と、を含むこ
とを特徴とする請求項１ないし９のうちいずれか一項に記載の表示方法。
【請求項１１】
　測定または決定のために形状を設定するユーザの形状入力を受信する段階と、
　結果形状を表示する段階と、をさらに含み、
　前記形状は、線または楕円を含むことを特徴とする請求項１０に記載の表示方法。
【請求項１２】
　前記超音波映像に対して前記受信されたタッチ・アンド・ドラッグ入力に対応して、前
記第１移動可能客体及び第２移動可能客体のうち少なくとも一つを移動させた後、前記第
１移動可能客体と前記第２移動可能客体との間の線の長さを測定する段階をさらに含むこ
とを特徴とする請求項１１に記載の表示方法。
【請求項１３】
　前記超音波映像に対して前記受信されたタッチ・アンド・ドラッグ入力に対応して、前
記第１移動可能客体及び第２移動可能客体のうち少なくとも一つを移動させた後、楕円形
のような一つの形状を決定する段階をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の表
示方法。
【請求項１４】
　コンピュータにローディングされる時、請求項１に記載の表示方法を実行するように構
成されたコンピュータ命令を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項１５】
　超音波装置において、
　超音波映像の少なくとも関心領域を表示するタッチスクリーンと、
　前記超音波映像に対してユーザからのタッチ入力を受信するユーザ入力部と、
　制御部と、を含み、
　前記制御部は、
　前記超音波映像に、第１移動可能客体１３０１、１７１１に対して拡張されたタッチ認
識範囲を定義した第１領域１３００、１７１０を備える前記第１移動可能客体１３０１、
１７１１を提供し、
　ユーザが、前記第１移動可能客体の外部の前記第１領域１３００、１７１０の拡張され
たタッチ認識範囲で前記タッチスクリーンをタッチする時、前記第１移動可能客体１３０
１、１７１１がタッチされたものと認識することによって、前記ユーザからタッチ・アン
ド・ドラッグ入力を受信し、
　前記超音波映像に対して前記受信されたタッチ・アンド・ドラッグ入力に対応して、前
記第１移動可能客体１３０１、１７１１を移動させ、
　さらに、前記制御部は、
　前記第１移動可能客体１３０１、１７１１を取り囲む前記第１領域１３００、１７１０
の境界によって、前記第１移動可能客体１３０１、１７１１に対して前記拡張されたタッ
チ認識範囲を定義し、
　前記タッチ・アンド・ドラッグ入力のために、前記第１領域１３００、１７１０の境界
内でタッチポイントの入力を受信することを特徴とする超音波装置。
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摘要(译)

在触摸屏的第一区域上显示超声图像的步骤，检测对超声图像的触摸输
入的步骤，从超声图像中提取与触摸输入相对应的部分图像的步骤， 以
及在与第一区域不同的第二区域中显示复印图像的步骤。
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